
世
界
的
大
流
行
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
＝
出
口
朋
弘
】
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
１
１
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
と
表
現
で
き
る
と
の
判
断
に
至
っ
た
」
と

表
明
し
た
。
感
染
が
世
界
に
拡
大
し
早
期
終
息
が
見
通
せ
な
く
な
っ
て
き
た
現
状
を
受
け
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
規
定
上
存

在
し
な
い
表
現
を
あ
え
て
用
い
る
こ
と
で
、
各
国
に
一
層
の
取
り
組
み
強
化
を
促
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

入
し
て
お
り
、
人
の
移
動
は

地
球
規
模
で
急
速
に
収
縮
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
欧
州
、
東

京
の
株
式
市
場
は
続
落
し
、

安
全
保
障
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
現
状
を
「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）」

と
表
明
し
た
余
波
が
広
が
っ

た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
す
る
米
国
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
１
１
日
、
英
国

を
除
く
欧
州
か
ら
の
異
例
の

入
国
停
止
措
置
に
踏
み
切
っ

た
。
危
機
意
識
が
不
十
分
と

指
摘
さ
れ
、
指
導
力
を
誇
示

す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

た
。
各
国
が
入
国
制
限
を
導

首
相
「
国
際
社
会
と
協
力
」

と
言い

う
と
、「
ジ
ウ
マ
の
時と

き

は

１
ド
ル
が
４
レ
ア
ル
台だ

い

に
乗の

っ

た
だ
け
で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

罷ひ

免め
ん

を
求も

と

め
る
人ひ

と

が
あ
ん
な
に
た
く
さ

ん
い
た
の
に
」
と
い
う
意い

味み

だ
。
こ
の
皮ひ

肉に
く

は
昨さ

く

年ね
ん

１
１

月が
つ

、
１
ド
ル
が
４
・２
０
レ
ア

ル
に
達た

っ

し
て
過か

去こ

最さ
い

高こ
う

を
更こ

う

新し
ん

し
た
と
き
か
ら
言げ

ん

及き
ゅ
うさ
れ

は
じ
め
て
い
た
が
、
今い

ま

や
１

ド
ル
は
４
レ
ア
ル
ど
こ
ろ
か

５
レ
ア
ル
ま
で
上あ

が
っ
て
き
て

い
る
。

　

さ
ら
に
今こ

年と
し

の
２
月が

つ

、
パ

ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経け

い

済ざ
い

相し
ょ
うが
ド

ル
高だ

か

レ
ア
ル
安や

す

を
擁よ

う

護ご

し
、

「
家か

政せ
い

婦ふ

の
身み

分ぶ
ん

で
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ん
て
行い

く
時じ

代だ
い

は
終お

わ
っ
た
ん
だ
」
と
い

う
発は

つ

言げ
ん

を
行お

こ

な
っ
た
と
き
も
、

Ｐ
Ｔ
支し

持じ

者し
ゃ

た
ち
は
、
ジ
ウ

マ
氏し

に
対た

い

し
て
の
罷ひ

免め
ん

デ
モ

の
際さ

い

に
実じ

っ

際さ
い

に
存そ

ん

在ざ
い

し
た
、

お
父と

う

さ
ん
が
小ち

い

さ
な
娘む

す
め
を
肩か

た

車ぐ
る
まし
て
「
ジ
ウ
マ
、
辞や

め
て
。

私わ
た
し、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行い

き
た
い
の
」
と
書か

い
た
メ
ッ
セ

日に
ち

頃ご
ろ

に
出で

た
記き

事じ

で
、
ス
イ

ス
の
信し

ん

託た
く

企き

業ぎ
ょ
うが
「
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏し

が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
な
っ
た

ら
、
１
ド
ル
は
３
・５
０
レ
ア

ル
ほ
ど
に
下さ

が
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
予よ

測そ
く

し
た
も
の
だ
。

　

さ
ら
に
今こ

年と
し

の
３
月が

つ

５
日か

、

経け
い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

の
リ
カ
ル
ド
・
ア

モ
リ
ム
氏し

が
、
２
０
１
８
年ね

ん

９
月が

つ

２
３
日に

ち

に
、
投と

う

資し

企き

業ぎ
ょ
う

「
Ｘ
Ｐ
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
、「（
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
の

対た
い

抗こ
う

馬ば

だ
っ
た
Ｐ
Ｔ
の
）
ハ
ダ

ジ
氏し

が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
な
っ
た
ら
、

１
ド
ル
が
５
レ
ア
ル
に
到と

う

達た
つ

す
る
だ
ろ
う
」
と
語か

た
っ
て
い
た

事じ

実じ
つ

が
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
、
こ
れ
も

一い
ち

時じ

、
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ラ
ン
キ

ン
グ
の
上

じ
ょ
う

位い

に
入は

い
っ
て
い
た
。

　

も
っ
と
も
１
８
年ね

ん

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

の
際さ

い

に
、
こ
の
よ
う
な

言げ
ん

動ど
う

を
行お

こ

な
っ
て
い
た
の
は
例れ

い

に
あ
げ
た
人ひ

と

た
ち
だ
け
で
は

な
い
。
現げ

ん

在ざ
い

の
世せ

界か
い

経け
い

済ざ
い

で
主し

ゅ

流り
ゅ
うの
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
派は

の
人ひ

と

た
ち
が
、
左さ

派は

Ｐ
Ｔ
政せ

い

権け
ん

か
ら
離は

な

れ
、
右う

翼よ
く

の
政せ

い

権け
ん

が
誕た

ん

生じ
ょ
うす
る
こ
と
で
、
経け

い

済ざ
い

が
好こ

う

転て
ん

す
る
と
踏ふ

ん
で
い
た
。

実じ
っ

際さ
い

の
話は

な
し、
そ
の
期き

待た
い

感か
ん

が

あ
っ
た
か
ら
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

は
、
そ
れ
ま
で
に
か
な
り
物ぶ

つ

議ぎ

を
醸か

も

し
て
き
た
、
女じ

ょ

性せ
い

や

黒こ
く

人じ
ん

、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
に
対た

い

し
て
の
問も

ん

題だ
い

発は
つ

言げ
ん

が
あ
り
な

が
ら
も
当と

う

選せ
ん

し
た
。
ネ
ガ
テ

も
９
日か

に
は
２
１
世せ

い

紀き

に
入は

い

っ
て
か
ら
最さ

い

大だ
い

の
下げ

落ら
く

を
記き

録ろ
く

。
そ
れ
に
加く

わ

え
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
指し

定て
い

や
、
原げ

ん

油ゆ

の
暴ぼ

う

落ら
く

シ
ョ
ッ
ク

も
重か

さ

な
っ
て
、
さ
ら
に
悪あ

っ

化か

す

る
こ
と
も
予よ

想そ
う

さ
れ
て
い
る
。

　

本ほ
ん

来ら
い

な
ら
こ
こ
で
、
か
な

り
気き

を
引ひ

き
締し

め
な
く
て
は

い
け
な
い
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

な

の
だ
が
、
し
か
し
、
１
０
日か

の
発は

つ

言げ
ん

で
同ど

う

氏し

か
ら
出で

た
の

は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
原げ

ん

油ゆ

暴ぼ
う

落ら
く

も
大た

い

し
た
こ
と
で
は
な

い
」。
さ
ら
に
、「
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

を
揺ゆ

る
が
し
か
ね
な
い
」
と

不ふ

評ひ
ょ
うの
、
１
５
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

の
反は

ん

連れ
ん

邦ぽ
う

議ぎ

会か
い

、
反は

ん

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

の
デ
モ
を
煽あ

お
っ
て
い
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

だ
。

　

こ
の
よ
う
に
本ほ

ん

人に
ん

が
無む

自じ

覚か
く

だ
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
「
ハ

ダ
ジ
氏し

が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うな
ら
到と

う

達た
つ

」

と
思お

も

わ
れ
て
い
た
１
ド
ル
＝

５
レ
ア
ル
に
一い

っ

瞬し
ゅ
んと
は
い
え
、

実じ
っ

際さ
い

に
到と

う

達た
つ

し
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陽よ

う

）

ー
ジ
を
掲か

か

げ
さ
せ
た
写し

ゃ

真し
ん

を

冗じ
ょ
う

談だ
ん

画が

像ぞ
う

に
し
て
反は

ん

論ろ
ん

し
て

い
た
。

　

す
る
と
最さ

い

近き
ん

は
、
い
ろ
ん

な
過か

去こ

の
言げ

ん

動ど
う

が
冷ひ

や
か
し

で
使つ

か

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

　

ひ
と
つ
は
２
０
１
８
年ね

ん

１
０
月が

つ

、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

が

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

の
一い

ち

次じ

投と
う

票ひ
ょ
うを
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

に
リ
ー
ド
し
て
決け

っ

選せ
ん

投と
う

票ひ
ょ
うに
臨の

ぞ

む
前ま

え

の
１
０
月が

つ

１
７

樹  

海

「
期き

待た
い

の
経け

い

済ざ
い

回か
い

復ふ
く

」、
一い

っ

体た
い

ど
こ
へ
？

政
府
、
感
染
拡
大
防
止
に
全
力

ト
ラ
ン
プ
氏
、
指
導
力
誇
示

　

こ
こ
最さ

い

近き
ん

、
伯は

っ

国こ
く

経け
い

済ざ
い

に

関か
ん

し
て
、
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

党と
う

（
Ｐ
Ｔ
）

支し

持じ

者し
ゃ

の
、
か
ら
か
い
半は

ん

分ぶ
ん

の
現げ

ん

政せ
い

権け
ん
へ
の
挑

ち
ょ
う

発は
つ

が
ネ
ッ
ト

上じ
ょ
うで
目め

だ
っ
て
い
る
。

　

コ
ラ
ム
子し

が
そ
れ
を
感か

ん

じ

た
の
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
フ

ォ
ー
ラ
（
や
め
ろ
）、
ジ
ウ
マ
」

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
最さ

い

近き
ん

よ
く

見み

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
。

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
意い

味み

か

じ
ゅ
　
　
か
い

行
と
既
に
認
定
し
て
い
た
。

　
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
規
定
上
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
し
て
の
み
使
用

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
は
本
来
適
用
さ
れ
な
い

用
語
。
こ
の
た
め
「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
宣
言
」
も
存
在
し
な

い
が
、
テ
ド
ロ
ス
氏
は
今
回

の
事
象
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

形
容
す
る
こ
と
で
事
態
の
深

刻
さ
を
訴
え
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
は
、
重
症
急
性
呼
吸

器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
や

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
）
な
ど
が
発
生
し
て
い

る
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
事
態
を
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
と
称
し
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。

各
国
対
策
の
濃
淡
に
危
機
感

規
定
な
し
用
語
あ
え
て
使
用

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
＝
出

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
タ
イ
ム
に
合
わ
せ
た
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
の
テ
レ
ビ

演
説
で
「
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘

い
の
重
要
局
面
に
あ
る
」
と

強
調
。「
現
代
史
上
、
最
も

積
極
的
な
対
策
だ
」
と
説
明

し
た
。
欧
州
か
ら
の
入
国
停

止
は
１
３
日
か
ら
３
０
日
間

に
及
ぶ
。
米
国
で
は
３
月
に

　
【
ロ
ー
マ
共
同
】
イ
タ
リ

ア
の
コ
ン
テ
首
相
は
１
１

日
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ィ
ヴ
な
不ふ

安あ
ん

よ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
な
期き

待た
い

感か
ん

が
上う

わ

回ま
わ
っ
て
い
た

の
だ
。

　

だ
が
、
そ
の
期き

待た
い

さ
れ

て
い
た
経け

い

済ざ
い

面め
ん

が
、
こ
こ
に

来き

て
苦く

境き
ょ
うを
迎む

か

え
て
い
る
。

２
０
１
９
年ね

ん

の
国こ

く

内な
い

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

の
伸の

び
は
わ
ず
か
１
・
１
％
に

と
ど
ま
り
、
１
ド
ル
は
４
・

７
０
レ
ア
ル
台だ

い

に
ま
で
上あ

が

り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
平へ

い

均き
ん

株か
ぶ

価か

指し

数す
う（
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ａ
）

入
り
感
染
者
が
急
増
し
て
い

る
。
大
統
領
選
を
１
１
月
に

控
え
、失
策
は
許
さ
れ
な
い
。

　

国
際
金
融
市
場
が
混
乱
す

る
中
、
１
１
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
が
「
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
」を
表
明
し
た
。

同
日
の
米
ダ
ウ
は
２
月
１
２

日
の
最
高
値
か
ら
の
下
落
率

が
約
２
割
に
達
し
、
東
京
市

場
で
も
売
り
が
加
速
し
た
。

航
空
業
界
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
企

業
へ
の
深
刻
な
打
撃
が
見
込

ま
れ
る
。株価

、
安
全
保
障
に
影
響

感
染
拡
大
、
終
息
見
通
せ
ず

イ
タ
リ
ア
、
全
店
舗
閉
鎖
へ

薬
局
や
食
料
品
店
は
除
外

（１） ２０２０年第５４４６号  ３月 １３日 （金曜日）

記者団の取材に応じる安倍首相＝１２日午前、
首相官邸（共同）

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

米
入
国
停
止
、
世
界
が
収
縮

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行い

か
せ
て
」
と
ジ
ウ
マ
元も
と

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに
抗こ
う

議ぎ

し
た
親お
や

子こ

（tw
itter

）

ス
の
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
１
２
日
か
ら

の
２
週
間
、
全
土
で
レ
ス
ト

ラ
ン
や
バ
ー
ル
（
喫
茶
店
）、

イ
ン
ド
が
外
国

人
観
光
客
禁
止

新
型
コ
ロ
ナ
で
来
月
中
旬
ま
で

と
の
警
告
だ
」
と
指
摘
。
途

上
国
へ
の
支
援
を
国
際
社
会

が
協
力
し
て
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
語
っ
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
発
表
に
関
し
、

政
府
高
官
は
「
対
応
が
遅
す

ぎ
る
。
も
っ
と
科
学
的
知
見

も
合
わ
せ
て
見
解
を
示
す
べ

き
だ
」と
不
満
を
表
明
し
た
。

別
の
関
係
者
は
、
首
相
が
全

国
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自

粛
や
小
中
高
な
ど
の
臨
時
休

校
を
要
請
し
た
２
月
下
旬
ご

口
朋
弘
・
解
説
】
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
テ
ド
ロ

ス
事
務
局
長
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
、
現
行
規
定
で
は
存
在
し

な
い
た
め
に
避
け
て
き
た
用

語
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世

界
的
大
流
行
）」
を
あ
え
て

使
う
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
の

五輪開催議論へ
の影響懸念

小池知事、中止は強く否定

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）」

と
表
現
し
た
こ
と
を
受
け
、

引
き
続
き
国
内
の
感
染
拡
大

防
止
に
全
力
を
挙
げ
る
。
安

倍
晋
三
首
相
は
官
邸
で
記
者

団
に
「
国
際
社
会
と
協
力
し

対
応
を
強
め
る
。
警
戒
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
対

策
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
決
断

し
て
実
行
す
る
」と
述
べ
た
。

　

政
府
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
で

の
対
応
な
ど
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
知
見
を
関
係
国
と
共
有

す
る
考
え
。
欧
米
で
感
染
が

広
が
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
水
際
対
策
に
も
力
を
入

れ
る
。
外
務
省
幹
部
は
「
感

染
者
が
少
な
い
国
に
対
し

て
、
早
く
対
策
す
る
よ
う
に

　
【
共
同
】
日
本
政
府
は

１
２
日
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
「
パ
ン
デ

各
種
店
舗
、
美
容
院
な
ど
を

全
面
閉
鎖
す
る
と
発
表
し

た
。
薬
局
や
食
料
品
店
の
営

業
は
認
め
ら
れ
る
。

　

政
府
は
１
１
日
、
新
型
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
た
死
者
が

前
日
か
ら
１
９
６
人
増
え
８ 

２
７
人
に
な
っ
た
と
発
表
し

た
。
感
染
者
は
２
３
１
３
人

増
の
１
万
２
４
６
２
人
に
達

し
た
。
同
国
で
は
１
０
日
か

ら
感
染
防
止
策
と
し
て
全
土

で
個
人
の
移
動
制
限
を
実
施

し
て
い
る
。

　

地
域
別
で
感
染
者
が
最
も

多
い
の
は
大
都
市
ミ
ラ
ノ
が

あ
る
北
部
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ

ア
州
で
７
２
８
０
人
。
エ
ミ

リ
ア
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
が
１ 

７
３
９
人
、
ベ
ネ
ト
州
が
１ 

０
２
３
人
と
続
き
、
依
然
と

し
て
北
部
に
集
中
し
て
い

　

テ
ド
ロ
ス
氏
は
「
感
染
者

や
死
者
、
国
の
数
は
今
後
も

増
え
る
と
み
ら
れ
る
」
と
予

測
す
る
。
他
方
、
感
染
が
始

ま
っ
た
中
国
の
国
家
衛
生
健

康
委
員
会
の
報
道
官
は
１
２

日
「
中
国
で
の
流
行
の
ピ
ー

ク
は
過
ぎ
た
」と
明
言
し
た
。

　

渡
航
制
限
を
巡
っ
て
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
が
感
染

者
が
多
い
イ
タ
リ
ア
と
の
国

境
を
事
実
上
封
鎖
。
イ
ン
ド

も
外
交
や
就
労
な
ど
を
除
く

全
て
の
査
証
（
ビ
ザ
）
の
効

る
。

　

一
方
、
感
染
者
の
う
ち
回

復
し
た
の
は
１
０
４
５
人
。

こ
れ
ま
で
の
検
査
総
数
は

７
万
３
１
５
４
件
に
上
る
。

方
、
２
月
１
５
日
以
降
に
中

国
や
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
、
イ

ラ
ン
な
ど
の
７
カ
国
へ
の
渡

航
歴
が
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
人

も
含
め
経
過
観
察
の
た
め
最

低
１
４
日
間
の
隔
離
対
象
と

な
る
。
日
本
は
含
ま
れ
て
い

な
い
。

　

イ
ン
ド
は
２
月
に
日
本
人

と
韓
国
人
に
対
す
る
到
着
ビ

ザ
発
給
を
停
止
し
、
今
月
３

日
に
は
日
本
人
や
韓
国
人
、

イ
タ
リ
ア
人
な
ど
に
発
行
し

た
ビ
ザ
を
無
効
に
し
て
い

た
。

ろ
に
は
「
世
界
的
な
大
流

行
状
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

景
気
減
速
へ
の
不
安
も
高

ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
経
済

対
策
に
も
一
層
注
力
す
る
。

１
０
日
に
決
定
し
た
企
業
の

資
金
繰
り
支
援
を
強
化
す
る

緊
急
対
策
第
２
弾
に
加
え
、

緊
急
経
済
対
策
の
４
月
の
取

力
停
止
を
決
め
た
。
１
０
日

か
ら
全
土
で
個
人
の
移
動
制

限
を
始
め
た
イ
タ
リ
ア
は
、

１
２
日
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
や

各
種
店
舗
を
全
面
閉
鎖
す

る
。

　

米
国
防
総
省
は
１
１
日
、

米
兵
や
同
省
職
員
ら
の
中
国

や
イ
タ
リ
ア
へ
の
渡
航
制
限

を
発
表
し
た
。
日
本
へ
の
出

張
も
取
り
や
め
と
な
る
。
米

韓
両
軍
に
よ
る
合
同
軍
事
演

習
も
延
期
さ
れ
て
お
り
、
感

染
拡
大
が
安
全
保
障
面
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
。

り
ま
と
め
を
検
討
。
子
育
て

世
代
に
現
金
給
付
す
る
支
援

策
が
浮
上
し
て
い
る
。

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
影
響
を
懸
念
す

る
声
も
出
て
お
り
、
首
相
周

辺
は
「
五
輪
開
催
ど
こ
ろ
で

は
な
い
と
の
雰
囲
気
が
世
界

的
に
広
が
っ
て
し
ま
う
の
を

心
配
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

は
、
各
国
間
で
対
応
に
濃
淡

が
あ
る
こ
と
へ
の
危
機
感
か

ら
だ
。

　

テ
ド
ロ
ス
氏
は
「
中
国
以

外
で
は
過
去
２
週
間
で
、
感

染
者
数
が
１
３
倍
、
国
の
数

は
３
倍
に
な
っ
た
」と
指
摘
。

大
規
模
移
動
制
限
な
ど
大
胆

な
措
置
が
奏
功
し
て
終
息
に

向
か
う
中
国
に
対
し
、
世
界

で
の
感
染
拡
大
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
背
景
に
は
「
憂

慮
す
べ
き
無
策
」
も
あ
る
と

言
明
し
、
全
て
の
国
に
取
り

組
み
の
強
化
を
訴
え
た
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
制
御
不

能
な
流
行
を
意
味
す
る
た

め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
用
い
る
の
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て

の
み
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
感
染
者
の
８
割
が
軽
症

で
済
む
こ
と
な
ど
が
分
か
っ

　
【
共
同
】
東
京
都
の
小
池

百
合
子
知
事
は
１
２
日
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世

界
的
大
流
行
）」
と
し
た
こ

と
を
受
け
、
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
巡
る

議
論
に
「
影
響
は
あ
る
と
思

う
」
と
懸
念
を
示
す
一
方
、

「
こ
れ
ま
で
の
準
備
や
国
民

の
思
い
を
考
え
る
と
、
中
止

は
ま
ず
あ
り
得
な
い
」
と
強

調
し
た
。

　

都
庁
で
報
道
陣
の
取
材
に

答
え
た
。
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
は
国
や
大
会
組
織
委
員

会
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
と
よ
り
緊

密
に
連
携
す
る
と
説
明
。

　

延
期
開
催
の
可
能
性
に
言

及
し
た
組
織
委
理
事
の
発
言

に
対
し
て
は
「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
る

が
、
都
は
し
っ
か
り
準
備
を

重
ね
て
き
た
。（
最
終
的
な

判
断
は
）
こ
れ
ま
で
の
準
備

を
よ
く
知
り
抜
く
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が

全
体
を
見
て
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
と
思
う
」
と
述
べ

る
に
と
ど
め
た
。

　

小
池
氏
は
同
日
、
首
相
官

邸
を
訪
れ
て
安
倍
晋
三
首
相

と
面
会
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
体
の
負
担
に

対
す
る
財
政
支
援
や
経
済
の

下
支
え
を
求
め
る
緊
急
要
望

書
を
提
出
。
退
出
時
は
報
道

陣
の
取
材
に
、
五
輪
の
話
題

は
出
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
共
同
】

イ
ン
ド
保
健
・
家
族
福
祉
省

は
１
１
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
外
交
や
就
労
な
ど
を

除
く
全
て
の
ビ
ザ
（
査
証
）

の
効
力
を
４
月
１
５
日
ま
で

停
止
す
る
と
発
表
し
た
。
事

実
上
、
外
国
人
観
光
客
の
入

国
禁
止
措
置
。
イ
ン
ド
訪
問

を
検
討
し
て
い
る
外
国
人
に

対
し
、
各
国
の
イ
ン
ド
大
使

館
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
自
国
民
も

含
め
て
イ
ン
ド
へ
の
不
必
要

な
渡
航
を
控
え
る
よ
う
求
め

た
。

　

ビ
ザ
の
無
効
化
は
日
本
時

間
の
１
３
日
午
後
９
時
か

ら
。

　

入
管
当
局
な
ど
に
よ
る

と
、
既
に
イ
ン
ド
滞
在
中
の

外
国
人
の
ビ
ザ
は
有
効
。
一

決
断
し
て
実
行
す
る
」
と
述

べ
た
。

　

テ
ド
ロ
ス
氏
は
、
各
国
に

呼
び
掛
け
て
き
た
ウ
イ
ル
ス

封
じ
込
め
は
「
依
然
主
要
な

柱
だ
」
と
強
調
し
た
が
、
今

後
は
感
染
経
路
特
定
な
ど
の

拡
大
防
止
策
一
辺
倒
で
は
な

く
、
社
会
的
・
経
済
的
な
影

響
の
緩
和
や
、
発
症
者
の
治

療
と
い
っ
た
対
症
療
法
に
も

注
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
訴

え
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
１
月
３
０
日
、

国
際
保
健
規
則
に
基
づ
く
最

高
レ
ベ
ル
の
警
告
で
あ
る

「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公

衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」
を

宣
言
。
２
月
２
８
日
に
は
世

界
全
体
の
危
険
性
評
価
を
中

国
と
同
じ
「
非
常
に
高
い
」

に
引
き
上
げ
、
世
界
的
な
流

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

１
１
日
、
感
染
拡
大
防
止
措

置
と
し
て
、
英
国
を
除
く
欧

州
か
ら
米
国
へ
の
入
国
を

１
３
日
か
ら
３
０
日
間
停
止

す
る
と
発
表
し
た
。
欧
米
諸

国
の
交
流
が
滞
れ
ば
、
世
界

経
済
の
悪
化
懸
念
が
強
ま
り

そ
う
だ
。

　

大
規
模
感
染
は
中
国
や
イ

タ
リ
ア
、
韓
国
、
イ
ラ
ン
な

ど
か
ら
他
国
に
拡
大
し
、
世

界
の
感
染
者
数
は
約
１
２
万

人
、
死
者
は
約
４
３
８
０
人

に
上
っ
て
い
る
。
テ
ド
ロ
ス

氏
は
「
感
染
者
や
死
者
、
国

の
数
は
今
後
も
増
え
る
と
み

ら
れ
る
」
と
予
測
し
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
官
邸
で

記
者
団
に
「
国
際
社
会
と
協

力
し
対
応
を
強
め
る
。
必
要

な
対
策
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く

て
き
た
一
方
、
高
齢
者
や
既

往
歴
が
あ
る
人
は
致
死
率
が

高
く
、
治
療
薬
や
ワ
ク
チ

ン
も
な
い
。
全
容
が
依
然
と

し
て
解
明
で
き
て
い
な
い
ウ

イ
ル
ス
の
拡
大
阻
止
は
必
須

だ
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
緊
急
事
態
対
応

を
統
括
す
る
ラ
イ
ア
ン
氏
は

「
緊
急
事
態
宣
言
と
は
異
な

り
、
公
式
な
『
宣
言
』
で
は

な
い
。
現
状
を
言
い
表
し
た

だ
け
だ
」
と
強
調
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
い
う
用
語
に
「
諦

め
る
こ
と
へ
の
言
い
訳
に
使

わ
れ
、
恐
怖
を
あ
お
る
危
険

性
が
あ
る
」
と
負
の
効
果
が

あ
る
と
承
知
の
上
で
、
あ
え

て
使
用
し
た
の
は
「
ウ
イ
ル

ス
と
の
闘
い
に
世
界
を
奮
い

立
た
せ
る
効
果
」
へ
の
期
待

感
だ
と
説
明
し
た
。



年
初
水
準
か
ら
は
３
７
％
の
下
落

た
フ
ロ
リ
ダ
で
の
夕
食
会
に

参
加
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
や

ペ
ン
ス
副
大
統
領
と
共
に
写

真
に
も
納
ま
っ
て
い
る
。

　

訪
米
に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
や
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相
、
ア
ウ
グ

ス
ト
・
エ
レ
ー
ノ
大
統
領
府

安
全
保
障
室
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）
長

官
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド・
ア
ゼ
ヴ
ェ

ド
・
エ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
国
防
相
、

ベ
ン
ト
・
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
鉱

山
動
力
相
と
い
っ
た
閣
僚
に
、

大
統
領
三
男
の
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
下
議
な
ど
、
一
部
の
連
邦

議
員
も
同
行
し
て
い
た
。

　

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
症
状
を
呈
し
て
検
査
を
受

け
た
た
め
、
大
統
領
府
は

１
１
日
か
ら
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
ら
、
訪
米
団
の
一
行

の
経
過
観
察
を
は
じ
め
た
。

　

大
統
領
も
１
１
日
に
検
査

を
受
け
た
他
、
１
２
日
朝
、

同
日
午
後
に
北
大
河
州
で
予

定
さ
れ
て
い
た
地
域
開
発
省

絡
み
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
取

り
や
め
た
。そ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、

「
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

　
【
既
報
関
連
】
１
１
日
に
今
週
２
度
目
の
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
（
３
０
分

間
取
引
中
断
措
置
）
が
出
た
翌
１
２
日
、
伯
国
株
は
午
前
１
０
時
半
に
１
０
％
ダ

ウ
ン
し
、
第
１
回
目
（
週
３
回
目
）
の
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
発
動
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
取
引
再
開
４
０
分
後
の
午
前
１
１
時
１
２
分
に
も
、
下
げ
幅
が

１
５
・４
３
％
に
達
し
、
第
２
回
目
（
週
４
回
目
）
の
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー
が

出
た
と
、
同
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

げ
幅
が
１
５
％
に
達
す
る

と
、
２
回
目
の
サ
ー
キ
ッ
ト

ブ
レ
ー
カ
ー
が
発
動
さ
れ
、

１
時
間
中
断
と
な
る
。
下
げ

幅
が
２
０
％
に
達
す
る
と
、

聖
市
証
券
商
品
先
物
取
引
市

場
は
３
回
目
の
サ
ー
キ
ッ
ト

ブ
レ
ー
カ
ー
を
宣
言
で
き

る
。
こ
の
場
合
の
中
断
期
間

は
市
場
側
が
決
め
る
。

　

１
２
日
は
、
米
国
市
場
Ｓ

＆
Ｐ
５
０
０
も
前
日
比
７
％

下
落
し
て
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ

レ
ー
カ
ー
発
動
（
１
５
分
取

引
停
止
）
と
な
っ
た
。
米
国

市
場
も
９
日
に
続
き
、
１
週

間
で
２
回
目
の
サ
ー
キ
ッ
ト

ブ
レ
ー
カ
ー
発
動
だ
っ
た
。

　

１
２
日
午
後
５
時
現

在
の
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
世
界
保
健
機
関

が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
を
出

し
た
翌
日
の
１
２
日
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
訪
米
ス

タ
ッ
フ
か
ら
、
ま
さ
か
の

「
国
外
渡
航
者
の
感
染
例
」

が
現
れ
た
。
罹
患
し
た
ワ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
氏
は
ネ
ッ
ト

ａ
は
、
１
５
・
１
％
安
の

７
万
２
２
６
９
・
７
Ｐ
だ
っ

た
。
主
要
銘
柄
で
は
、
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
（
優
先
株
）
が

１
９
・
６
％
、
航
空
大
手
の

ア
ズ
ー
ル
社
が
３
２
・
８
％
、

小
売
大
手
の
マ
ガ
ジ
ン
・
ル

イ
ー
ザ
２
０
・
１
％
、
い
ず

れ
も
前
日
比
減
を
記
録
し

た
。

　

Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ

ｐ

ａ

は
、
年
初
の

１
１
万
５
６
４
５
・
３
Ｐ
か

ら
比
べ
る
と
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
の
累
積
マ
イ
ナ
ス
は

３
７
・５
％
だ
。

　

ま
た
、
為
替
も
大
き
く

今
週
４
回
の
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
流
行
）
を

宣
言
し
た
こ
と
を
受
け
て
の

衛
生
上
の
理
由
」
で
延
期
さ

れ
た
。

　

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
は
米

国
滞
在
中
、
大
統
領
と
朝
食

を
共
に
し
て
い
た
。
滞
在
中

は
、
大
統
領
は
特
別
車
を
利

て
、
聖
市
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
病
院
で
受

診
。
検
査
の
結
果
、
陽
性
反

応
が
出
た
た
め
、
再
検
査
も

行
わ
れ
、
１
２
日
朝
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
確
認

と
発
表
さ
れ
た
。
同
氏
は
現

在
、
自
宅
療
養
中
だ
。

　

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
は
７

〜
１
０
日
の
訪
米
団
の
一
員

で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
共
に
、

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
や

ペ
ン
ス
副
大
統
領
も
参
加
し

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
訪

米
に
同
行
し
て
い
た
フ
ァ
ビ

オ
・
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
大
統

領
府
社
会
通
信
局
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
）
局
長
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
い
た
こ
と

が
１
２
日
に
判
明
し
た
。
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
を
は
じ
め

と
す
る
訪
米
団
の
一
行
は
皆
、

観
察
下
に
お
か
れ
て
い
る
と
、

１
２
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
は
先

週
か
ら
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
と
共
に
訪
米
。
帰
国
後
の

１
１
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
症
状
を
呈
し

つ
い
に
連
邦
政
府
要
人
か
ら
も

１
５
０
億
レ
は
報
告
官
の
裁
量
に

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
、
ト
ラ
ン
プ
両
大
統
領
は
？

用
し
た
も
の
の
、
他
の
メ
ン

バ
ー
は
バ
ン
１
台
で
一
緒
に
移

動
し
て
い
た
。
訪
米
メ
ン
バ
ー

の
内
、
鉱
山
動
力
相
は
当
面

の
約
束
は
ビ
デ
オ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
果
た
す
こ
と
を
決

め
て
お
り
、
国
防
相
も
経
過

を
観
察
中
だ
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
米

国
で
の
講
演
会
で
、「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
巡
る
マ
ス
コ
ミ
の

報
道
は
大
げ
さ
だ
」
な
ど
と

発
言
し
て
い
た
が
、
現
在
は

ミ
シ
ェ
レ
夫
人
共
々
、
医
師

団
の
観
察
下
に
あ
る
。

　

訪
米
団
の
中
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
者
が

出
た
こ
と
は
米
国
に
も
連
絡

済
み
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
１
２
日
、「
伯
国
訪
米
団

か
ら
感
染
者
が
出
て
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
観
察
下
に

あ
る
が
、
特
に
心
配
し
て
い

な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

（
ド
イ
ツ
１
２
・
２
％
安
、
フ

ラ
ン
ス
１
２
・
２
％
安
、
ロ

ン
ド
ン
１
０
・
８
％
安
）
と
、

主
要
株
式
市
場
が
全
面
安

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
１
１
日
夜
に
は
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
よ
る
、

「
１
３
日
か
ら
３
０
日
間
、

欧
州
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
加
盟

国
に
過
去
１
４
日
間
滞
在
し

た
外
国
人
の
入
国
禁
止
表

明
」
も
出
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
時
間
１
２
日
午
前
１
０

時
か
ら
の
市
場
は
大
幅
下
落

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

伯
国
株
は
、
１
日
で

１
０
％
下
が
る
と
、
１
回
目

の
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
ー

発
動
と
な
り
、
取
引
が
３
０

分
間
中
断
す
る
。
更
に
、
下

訪米中、トランプ大統領の右隣に写ったワインガルテン氏
（本人のツイッターより）

為
替
も
一
時
１
ド
ル
＝
５
レ
水
準
に

両院予算委員会

動
い
た
。
１
１
日
は
１
・

６
２
％
ド
ル
高
の
１
ド
ル
＝

４
・
７
２
２
レ
ア
ル
で
ひ
け

た
が
、
１
２
日
は
取
引
開
始

早
々
に
１
ド
ル
＝
５
レ
ア
ル

ラ
イ
ン
を
突
破
、
そ
の
後
、

若
干
持
ち
直
し
、
午
後
５

時
現
在
で
は
１
ド
ル
＝
４
・

７
８
６
レ
ア
ル
だ
っ
た
。

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
１
２
日
、「
伯
国
は
一
時

的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

上
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
一
緒

に
写
っ
た
写
真
や
自
身
が
撮

影
し
た
同
大
統
領
の
動
画
も

流
し
て
お
り
、
一
躍
、
世
界

的
な
有
名
人
に
も
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
米
国
滞
在

中
、
同
氏
の
傍
に
い
た
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
検
査
結
果

は
、
今
日
、
判
明
す
る
見
込

み
。
陰
性
と
の
結
果
を
期
待

し
た
い
が
、
か
ね
て
か
ら
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
力
を

軽
視
す
る
発
言
を
し
て
い
た

同
大
統
領
だ
け
に
、
危
機
を

味
わ
っ
た
こ
と
で
対
策
に
関

す
る
心
が
け
を
変
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
１
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
は
、
本
拠
地
の
聖
市

モ
ル
ン
ビ
で
行
わ
れ
た
対
Ｌ

Ｄ
Ｕ
キ
ト
（
エ
ク
ア
ド
ル
）

戦
を
３
―
０
で
快
勝
し
、
グ

ル
ー
プ
リ
ー
グ
１
戦
目
の
屈

辱
を
果
た
し
た
。
伯
国
で
は

ま
だ
、
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
も

こ
う
し
て
観
客
を
入
れ
て
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
で
は
既

に
、
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
大
き
な
大
会
が
中
止
、

延
期
、
無
観
客
試
合
に
。
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
も
同
様
の
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
伯
国

も
楽
観
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
ア
ジ
ア
や
欧
州
ほ
ど
で
は

な
か
っ
た
南
米
で
も
、
本
格

的
な
コ
ロ
ナ
流
行
が
さ
さ
や

か
れ
は
じ
め
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
不
安
な
情
報
を
耳
に
す

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
収
拾
に
も
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

感
染
長
期
化
と
の
見
方
は
広

が
っ
て
い
る
か
ら
、
最
悪
の

事
態
を
考
え
て
パ
ニ
ッ
ク
に

な
る
の
で
は
な
く
、
落
ち
着

い
た
行
動
で
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
努
力
が
必
要
だ
。

　

エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ

保
健
相
が
１
１
日
、
今
後
５

カ
月
位
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
急
増
す
る

可
能
性
を
示
唆
し
た
と
１
１

〜
２
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

同
日
午
後
５
時
発
表
の
感

染
者
は
５
２
人
だ
っ
た
が
、

午
後
９
時
半
に
は
６
９
人
に

増
え
、
前
日
発
表
の
３
４
人

の
倍
に
な
っ
た
。

　

患
者
急
増
の
要
因
の
一
つ

は
、
州
毎
に
公
共
医
療
体
制

の
充
実
度
が
異
な
り
、
統
一

健
康
保
健
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｕ

Ｓ
）
で
の
対
応
能
力
に
限
界

が
あ
る
事
だ
。
保
健
省
で
は

先
週
末
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
用
の
病
床
を
設
け
る

可
能
性
の
あ
る
医
療
機
関
な

ど
を
検
討
し
、
ジ
ェ
ル
状
の

ア
ル
コ
ー
ル
や
マ
ス
ク
の
購

入
継
続
な
ど
も
決
め
た
。

　

私
立
だ
が
Ｓ
Ｕ
Ｓ
で
の

対
応
も
行
う
聖
市
の
ア
ル

ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
病
院
で
は
２
月
以
降
、

２
４
２
９
件
の
検
査
を
行

い
、
３
８
人
の
感
染
を
確

認
。
１
１
日
は
、
１
日
あ
た

り
の
検
査
数
の
上
限
に
近
い

４
９
２
件
の
検
査
を
行
っ
た

と
い
う
。

　

同
省
で
は
、
集
中
治
療
室

の
病
床
２
千
床
を
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
用
に

割
り
当
て
た
り
、
臨
時
病
院

を
設
置
し
た
り
す
る
事
も
検

討
中
だ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
策

を
即
座
に
実
施
で
き
る
か
は

未
確
定
だ
。
州
政
府
レ
ベ
ル

で
は
、
患
者
急
増
時
は
手
術

延
期
な
ど
に
よ
っ
て
病
床
を

確
保
す
る
事
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
た

感
染
者
は
、
国
外
に
旅
行
し

た
り
、
感
染
者
と
接
触
し
た

り
し
て
感
染
し
た
人
ば
か
り

だ
が
、
保
健
相
は
、
来
週
あ

た
り
か
ら
は
、
感
染
経
路
の

特
定
が
不
能
な
感
染
者
が
出

始
め
る
可
能
性
も
示
唆
。
他

国
で
は
発
症
前
の
患
者
か
ら

　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

が
１
１
日
に
行
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
宣
言
は
、

連
邦
政
府
と
の
関
係
悪
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
連
邦
議
会

で
の
予
算
関
連
審
議
に
も
強

い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
１
２

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

連
邦
議
会
で
は
１
１
日
に

両
院
合
同
の
予
算
委
員
会

と
本
会
議
が
行
わ
れ
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
連
邦
予

算
基
本
法
（
Ｌ
Ｄ
Ｏ
）
に

対
し
て
行
使
し
た
拒
否
権
に

関
す
る
審
議
を
継
続
。
予

算
委
員
会
で
は
、
連
邦
予

算
中
、
義
務
的
支
出
以
外

の
経
費
３
０
８
億
レ
ア
ル
の

内
、
予
備
費
を
含
め
た
年
間

１
５
０
億
レ
ア
ル
を
、
予
算

案
審
議
時
の
報
告
官
の
裁
量

で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

法
案
二
つ
を
承
認
し
、
本
会

議
に
送
っ
た
。

　

投
票
の
結
果
は
、
下
院
が

１
９
対
５
、
上
院
が
７
対
１

と
、
か
な
り
圧
倒
的
な
も
の

だ
っ
た
。

　

連
邦
議
会
は
昨
年
末
の
予

算
案
審
議
で
、
予
算
案
報
告

官
に
義
務
的
支
出
以
外
の
経

費
３
０
８
億
レ
ア
ル
の
裁
量

権
を
与
え
る
こ
と
を
決
め
た

が
、
こ
の
項
目
に
大
統
領
が

拒
否
権
を
行
使
。
連
邦
議
会

と
政
府
と
の
合
意
に
よ
り
、

拒
否
権
の
拒
否
が
見
送
ら
れ

て
、
１
５
０
億
レ
ア
ル
が
報

告
官
の
裁
量
下
に
置
か
れ
る

は
ず
だ
っ
た
。

　

予
算
案
の
報
告
官
は
ド
ミ

ン
ゴ
ス
・
ネ
ッ
ト
下
議
が
努

め
て
お
り
、
１
５
０
億
の
割

り
振
り
は
同
下
議
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

内
の
最
大
５
０
億
レ
ア
ル
は
、

１
１
日
の
ル
イ
ス
・
エ
ン
リ

ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健
相
の
求

め
に
応
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
あ
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
見
込
み
だ
。
同

相
に
よ
る
と
、
同
対
策
費
の

支
出
は
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）
を

通
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
。

　

連
邦
議
会
は
、
少
な
く
と

も
１
０
億
レ
ア
ル
を
報
告
官

の
裁
量
下
に
残
し
て
お
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

予
算
案
の
扱
い
は
、
か
ね

て
か
ら
連
邦
議
会
と
連
邦
政

府
の
対
立
の
火
種
と
な
っ
て

お
り
、
１
５
日
に
行
わ
れ
る

反
議
会
、
反
最
高
裁
の
デ
モ

の
理
由
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ

の
デ
モ
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大

統
領
本
人
も
国
民
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
物
議
を
醸
し
た

が
、
１
１
日
に
は
社
会
通
信

局
を
通
し
て
再
度
、
デ
モ
参

加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

な
お
、連
邦
貯
蓄
銀
行（
Ｃ

Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
）
と
伯
国
銀
行
、

社
会
経
済
開
発
銀
行
（
Ｂ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
の
公
的
銀
行
３
行

も
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

策
費
と
し
て
、
少
な
く
と
も

２
０
８
０
億
レ
ア
ル
を
民
間

企
業
や
個
人
へ
の
融
資
用
に

準
備
し
て
い
る
。

　

南
大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ

グ
レ
の
第
４
地
域
裁
（
Ｔ

Ｒ
Ｆ
―
４
）
の
ジ
ェ
ブ
ラ

ン
・
ネ
ッ
ト
判
事
が
１
１

日
、
ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
息

子
の
フ
ァ
ビ
オ
・
ル
イ
ス
・

ル
ー
ラ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ

氏
（
通
称
ル
リ
ー
ニ
ャ
）
の

裁
判
を
聖
州
の
連
邦
裁
判

所
で
扱
う
こ
と
を
決
め
た
。

１
１
、１
２
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た

　

こ
れ
は
、ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
（
Ｌ
Ｊ
）
作
戦
を
担
当

し
て
い
た
パ
ラ
ナ
州
連
邦
検

察
の
主
張
を
否
定
す
る
判
断

だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
ル
リ
ー

ニ
ャ
を
裁
く
権
利
は
、
ク
リ

チ
ー
バ
の
連
邦
地
裁
第
１
３

法
廷
の
ル
イ
ス
・
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ボ
ナ
判
事
の
手
を
離
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ボ
ナ
判
事
は
、
前
任
の
Ｌ

Ｊ
作
戦
関
連
裁
判
担
当
の
セ

11年半ぶり取引停止１日２回
　

１
日
２
度
の
サ
ー
キ
ッ

ト
ブ
レ
ー
カ
ー
発
動
は
、

２
０
０
８
年
１
０
月
６
日
以

来
、
お
よ
そ
１
１
年
５
カ
月

ぶ
り
の
こ
と
で
、
１
週
間
に

４
回
の
サ
ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー

カ
ー
は
史
上
初
だ
。

　

１
１
日
の
聖
市
株
式
市
場

指
数（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）

は
、
前
日
比
７
・
６
３
％
ダ

ウ
ン
の
８
万
５
１
７
１
ポ
イ

ン
ト
（
Ｐ
）
で
取
引
を
終
え

て
い
た
。

　

１
１
日
の
伯
国
市
場
が
閉

じ
た
後
、
１
２
日
に
取
引
が

再
開
さ
れ
る
ま
で
に
、
世

界
の
経
済
情
勢
は
、
米
国
株

安
（
ダ
ウ
平
均
５
・
８
％
安
）

や
、
日
本
株
安
（
日
経
平
均

４
・
４
１
％
安
）、
欧
州
株
安

国
内
の
感
染
者
急
増
の
可
能
性

感
染
経
路
不
明
例
来
週
か
ら
？

コ
ロ
ナ
対
策
に
５
０
億
レ
拠
出
？

伯国株続落コロナウイルス

訪
米
団
の
ワ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
氏
感
染

（２）２０２０年 第５４４６号 ３月 １３日 （金曜日）

コロナウイルス

ル
リ
ー
ニ
ャ
裁
判
を
聖
州
に
送
付

パ
ラ
ナ
Ｌ
Ｊ
担
当
判
事
の
手
離
れ
る

第４地域裁

る
が
、そ
れ
は
や
が
て
去
る
」

と
発
言
。
あ
く
ま
で
財
政
改

革
や
行
政
改
革
で
経
済
を
建

ル
ジ
オ
・
モ
ロ
判
事
が
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
発
足
に
伴
っ

て
法
務
大
臣
に
な
っ
た
後
に

Ｌ
Ｊ
担
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

　

ル
リ
ー
ニ
ャ
は
、
Ｌ
Ｊ
作

戦
６
９
弾
の
マ
ッ
パ
・
ダ
・

ミ
ー
ナ
作
戦
で
捜
査
さ
れ
て

い
た
。
同
作
戦
は
、
ル
リ
ー

ニ
ャ
の
企
業
「
ゲ
ー
ム
コ
ー

プ
／
ゴ
ル
」
が
、
２
０
０
４

年
か
ら
２
０
１
６
年
の

間
に
「
Ｏ
ｉ
／
テ
レ
マ
ー

ル
」
社
か
ら
受
け
取
っ
た

１
億
３
２
０
０
万
レ
超
の
支

払
い
に
関
す
る
疑
惑
を
扱
っ

て
い
る
。

　

ル
リ
ー
ニ
ャ
の
会
社
が
受

け
取
っ
た
金
は
、
当
時
の

ル
ー
ラ
大
統
領
が
大
統
領
の

立
場
を
利
用
し
て
、「
Ｏ
ｉ

／
テ
レ
マ
ー
ル
」
社
に
対
し

て
便
宜
を
図
っ
た
こ
と
に
対

す
る
謝
礼
だ
と
ク
リ
チ
ー
バ

検
察
は
見
て
い
る
。

　

ま
た
、
ル
ー
ラ
元
大
統
領

は
、
息
子
の
会
社
経
由
で
得

た
金
を
聖
州
ア
チ
バ
イ
ア
の

別
荘
購
入
資
金
に
当
て
た
と

も
見
ら
れ
て
い
る
。

　

同
件
に
絡
む
疑
惑
で
、

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
、
一
審

で
１
７
年
１
カ
月
の
実
刑
判

決
を
受
け
て
い
る
。

感
染
し
た
例
が
あ
り
、
感
染

に
気
づ
か
な
い
で
会
合
な
ど

に
出
席
し
、
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
単
位
で
感
染
が
拡
大
す
る

可
能
性
も
高
い
た
め
だ
。

　

１
２
日
午
後
４
時
２
０
分

現
在
の
確
認
済
み
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
は
１
１
日

５
時
現
在
よ
り
２
５
人
増

え
、
連
邦
直
轄
区
と
９
州
で

７
７
人
、
擬
似
症
患
者
は

１
４
２
７
人
、
検
査
後
に
感

染
が
否
定
さ
れ
た
患
者
は

１
１
５
６
人
と
な
っ
て
い

る
。

て
直
す
意
向
で
、
財
政
出
動

な
ど
の
施
策
を
行
う
姿
勢
は

示
さ
な
か
っ
た
。



デ
ビ
ュ
ー
は
１
５
日
バ
ン
グ
ー
戦
？

本田がトレーニングに復帰したと伝える伯字スポーツサイト

【サンパウロ州選
手権】

第 10 節

3/14（土）

・リメイラ対パ
ルメイラス（マ
ジ ョ ー ル・ レ
ヴィ・ソブリー
ニョ）

・サンパウロ対サ
ントス（モルン
ビ競技場）

3/15（日）

・コリンチャンス
対イトゥアーノ
（アレーナ・コリ
ンチャンス）

【リベルタドー
レス杯】

一次リーグ第 3
節

3/17（火）

・サンパウロ対
リーベルプレー
ト（モルンビ競
技場）

・サントス対オリ
ンピア（ヴィラ・
ベルミーロ）

3/18（水）

・ボリヴァル対パ
ルメイラス（エ
ルナンド・シレ
ス）

（３） ２０２０年第５４４６号  ３月 １３日 （金曜日）

【今週公開の映画】

・ブラッドショッ
ト（米国）
　人気アクショ
ン俳優、ヴィン・
ディーゼル主演最
新作。

・ジャキューズ（フ
ランス）
　鬼才ロマン・ポ
ランスキー監督に
よる最新作。

【3/13 ～ 3/19 の
コンサート】

3/19　（木）
・ルネッサンス＆
カーヴド・エア（エ
スパッソ・ダス・
アメリカス　R. 
Tagipuru, 795 - 
Barra Funda）
　70 年代のプロ
グレッシヴ・ロッ
クのマニア人気の
高い２バンドがブ
ラジルで夢の合同
公演。

【展覧会 /展示会】

・「ムラカミ・ポ
ル・ムラカミ」（イ
ンスチトゥート・
トミエ・オオタケ　
Rua Coropes,88  
- Pinheiros）
日本人現代アート
作家村上隆の作品
展。3 月 15 日 ま
で

　

ボ
タ
フ
ォ
ゴ
の
本
田
が
よ
う
や
く
伯
国
デ
ビ
ュ
ー
を
迎
え
そ
う
だ
。
風
邪
に
よ
る

体
調
不
良
で
、
１
０
日
の
ブ
ラ
ジ
ル
杯
パ
ラ
ナ
・
ク
ル
ー
ベ
戦
を
欠
場
し
た
本
田
が
、

１
１
日
の
練
習
に
参
加
し
た
。
１
０
日
の
試
合
を
１
対
０
で
勝
利
し
た
ボ
タ
フ
ォ

ゴ
の
次
戦
は
、
１
５
日
の
午
後
４
時
キ
ッ
ク
オ
フ
、
リ
オ
州
選
手
権
第
２
ス
テ
ー

ジ
の
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
グ
第
３
節
、
ホ
ー
ム
の
ニ
ル
ト
ン
・
サ
ン
ト
ス
競
技
場
で

行
わ
れ
る
バ
ン
グ
ー
戦
だ
。

《ボタフォゴ本田》
　

ボ
タ
フ
ォ
ゴ
首
脳
陣
は
先

週
、「
本
田
は
１
０
日
に
デ

ビ
ュ
ー
す
る
」
と
明
言
し
、

大
々
的
に
チ
ケ
ッ
ト
セ
ー
ル

も
行
っ
た
が
、７
日
に
は「
本

田
は
発
熱
で
練
習
を
休
ん
で

お
り
、
１
０
日
の
試
合
出
場

不
安
な
心
理
で
ネ
ッ
ト
拡
散

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
ご
用
心

コ ロ ナ
ウイルス

た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ト
は

「
フ
ァ
ン
に
欠
場
を
詫
び
る

文
は
、
完
璧
な
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
書
か
れ
て
い
た
」
と
本

移
植
用
心
臓
を
運
ぶ
ヘ
リ
が
事
故

臓
器
は
無
事
に
届
け
ら
れ
る
も

大聖市都市圏

事
故
の
影
響
を
受
け
て
お
ら

ず
、
無
事
、
移
植
患
者
の
も

田
の
伯
国
適
応
の
努
力
を
認

め
た
。

　

ま
た
、
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
副
部
長
、

リ
カ
ル
ド
・
ロ
ー
テ
ン
ベ
ル

ギ
氏
は
、
本
田
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
可

「
落
ち
着
い
て
眠
れ
な
い
」
と
も

国
庫
担
当
局
長
、
１
・１
％
成
長
に
不
満

風
邪
か
ら
回
復
し
練
習
合
流

起
き
た
。

　

事
故
が
起
き
た
の
は
、
エ

ン
ブ
・
ダ
ス
・
ア
ル
テ
ス
市

の
ピ
ラ
ジ
ュ
サ
ラ
病
院
だ
。

　

軍
警
に
よ
る
と
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
照
明

灯
に
接
触
し
た
も
の
で
、
事

　

バ
イ
シ
ャ
ー
ダ
・
フ
ル
ミ

ネ
ン
セ
地
区
１
３
市
で
の
犯

が
下
方
修
正
さ
れ
る
の
は
４

週
連
続
だ
が
、
２
％
を
割
っ

た
の
は
初
め
て
だ
。

　

今
回
の
成
長
予
想
が
下
方

修
正
さ
れ
た
の
は
、
２
０
１ 

９
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
、

期
待
値
を
下
回
る
１
・
１
％

で
終
っ
た
事
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
も
た

ら
す
世
界
経
済
の
冷
え
込
み

が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
世
界
的
な
リ

セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景
気
後
退
）

故
当
時
、
駐
車
場
に
い
た
人

２
人
が
、
破
損
し
た
部
品
が

当
た
っ
て
軽
い
ケ
ガ
を
し
た

が
、
２
人
共
、
同
病
院
内
で

手
当
を
受
け
て
、
帰
宅
し
た

と
い
う
。

　

ま
た
、
移
植
用
の
心
臓
は

　

大
聖
市
都
市
圏
の
エ
ン

ブ
・
ダ
ス
・
ア
ル
テ
ス
市
で

９
日
午
後
、
移
植
用
の
心
臓

を
輸
送
中
の
軍
警
ヘ
リ
が
病

院
の
駐
車
場
に
あ
る
照
明
灯

に
ぶ
つ
か
る
と
い
う
事
故
が

の
予
測
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
、
伯
国
内
で
も
、
製
造
業

な
ど
に
影
響
が
出
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
２
０
２
１
〜

２
３
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予

測
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
２
・

５
％
で
据
え
置
か
れ
た
。

　

今
年
の
イ
ン
フ
レ
に
関
す

る
予
測
は
、
３
・
１
９
％
が

３
・
２
０
％
に
若
干
、
上
方

修
正
さ
れ
、
下
方
修
正
の
連

続
が
断
ち
切
ら
れ
た
。
そ
れ

で
も
、
政
府
目
標
の
中
央
値

４
％
よ
り
は
低
率
で
抑
え
ら

れ
て
い
る
。
政
府
目
標
は
上

下
１
・
５
％
ポ
イ
ン
ト
の
幅

が
あ
り
、
２
・
５
％
〜
５
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。

罪
行
為
は
、
麻
薬
密
売
者
が

同
地
区
で
の
麻
薬
の
売
上
を

増
や
す
た
め
に
行
っ
た
も
の

が
大
半
と
見
ら
れ
て
い
る
。

市
警
に
よ
る
と
、
麻
薬
密
売

者
達
は
、
よ
り
多
く
の
資
金

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
強

盗
・
窃
盗
犯
へ
の
武
器
の
貸

し
出
し
ま
で
行
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

エ
ス
ポ
リ
ア
ド
ー
ル
２
作

戦
は
バ
イ
シ
ャ
ー
ダ
・
フ
ル

ミ
ネ
ン
セ
地
区
の
１
９
の
警

察
署
が
共
同
で
行
っ
た
も
の

で
、
強
盗
犯
だ
け
で
な
く
、

盗
品
を
受
け
取
り
、
販
売
す

る
と
い
う
形
で
犯
罪
行
為
を

支
援
し
て
い
た
商
店
主
ら
も

逮
捕
さ
れ
た
。

　

ミ
ナ
ス
州
コ
ン
フ
ィ
ン
ス

市
の
ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
国

際
空
港
に
９
日
午
後
、
米
国

か
ら
強
制
送
還
さ
れ
た
伯
人

を
乗
せ
た
飛
行
機
が
到
着
し

た
。

　

今
回
の
便
は
、
昨
年
１
０

月
に
始
ま
っ
た
、
飛
行
機
に

よ
る
強
制
送
還
第
８
便
で
、

４
２
人
が
送
り
返
さ
れ
た
。

６
日
の
第
７
便
で
は
５
５
人

が
送
り
返
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
１
０
月
以
降
の
強
制
送
還

能
性
を
否
定
し
た
。

　

１
１
日
の
練
習
で
は
、
前

日
１
０
日
の
パ
ラ
ナ
・
ク

ル
ー
ベ
戦
に
出
場
し
た
主
力

組
は
別
メ
ニ
ュ
ー
で
体
力
の

回
復
に
努
め
た
た
め
、
本
田

が
主
力
組
と
合
流
し
て
、
本

　

労
組
間
社
会
経
済
調
査
・

統
計
所
（
Ｄ
ｉ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
）

の
計
算
に
よ
る
と
、
２
月
の

聖
市
の
生
活
費
指
数
は
０
・

１
２
％
増
だ
っ
た
。
１
月

の
同
指
数
は
０
・
７
６
％
増

だ
っ
た
。

　

指
数
を
構
成
す
る
グ
ル
ー

プ
の
中
で
も
、
影
響
が
大
き

か
っ
た
の
は
、交
通
機
関（
０ 

・
３
６
％
）、
健
康
・
保
健

（
０
・２
４
％
）、食
生
活（
０
・

２
４
％
）
だ
。

　

ま
た
、
衣
料
品
（
０
・

２
４
％
）、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
０
・
１
７
％
）、
個
人
経

費
（
０
・
０
２
％
）
も
増
加

し
た
。 

教
育
お
よ
び
読
書

は
０
％
で
変
動
な
く
、
住

居
費
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
０
５ 

％
）、
家
庭
用
品
（
マ
イ
ナ

ス
０
・
０
８
％
）、
雑
費
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
１
０
％
）
な
ど

は
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
だ
っ

た
。

　

年
の
最
初
の
２
カ
月
間

を
み
る
と
、
教
育
と
読
書

（
１
・６
２
％
）、 

食
品
（
１
・

１
８
％
）、
健
康
（
０
・

９
３
％
）、 

輸
送
（
０
・
８
８ 

％
）
の
４
部
門
が
、
全
体
平

均
を
超
え
る
伸
び
率
を
記
録

し
た
。

　

２
カ
月
累
積
で
マ
イ
ナ
ス

を
記
録
し
た
の
は
、
住
居
費

（
マ
イ
ナ
ス
０
・１
４
％
）と
、

そ
の
他
の
費
用
（
マ
イ
ナ
ス

０
・
７
６
％
）
だ
っ
た
。（
６

日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
よ
り
、
７
日
掲
載
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
中
に
拡
散
し
、
各
国
政

府
や
保
健
当
局
が
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
中
、
不
安
に
駆

ら
れ
た
市
民
の
間
で
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
嘘
の

情
報
〃
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

〃
が
拡
散
さ
れ
て
い
る
。

　

伯
国
メ
デ
ィ
ア
は
、「
Ｓ

ａ
ｒ
ｓ
が
騒
が
れ
た
２
０
０ 

３
年
は
、
今
日
世
界
に
普
及

し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
何
も
存

在
し
な
か
っ
た
。
新
型
イ
ン

フ
ル
が
騒
が
れ
た
２
０
０
９

年
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
利
用

米
国
か
ら
の
強
制
送
還
者
到
着

第
８
便
の
４
２
人
ミ
ナ
ス
州
に

コンフィンスの空港に到着した強制送還者達（９
日付Ｇ１サイトの記事の一部）

昨
年
の
不
調
と
新
型
ウ
イ
ル
ス
影
響
し

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
予
測
が
２
％
割
る

　

市
警
の
フ
ェ
リ
ッ
ペ
・
ク

リ
警
部
に
よ
る
と
、
今
回
の

作
戦
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
犯
罪
者
が
各
地
の
配

送
セ
ン
タ
ー
に
侵
入
し
、
携

帯
電
話
の
入
っ
た
積
荷
を
強

奪
し
た
事
件
で
、
そ
の
後
の

捜
査
で
、
盗
品
を
受
け
取
っ

た
各
地
の
商
店
主
が
そ
れ
を

者
の
合
計
は
、
約
５
５
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
か
ら
強
制
送
還
さ
れ

る
伯
人
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
に
よ
る
移
民
政
策
変
更

と
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
が
米

国
の
対
応
を
認
め
た
事
で
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　

６
日
に
帰
国
し
た
伯
人
達

に
よ
る
と
、
子
供
が
い
る
３

家
族
以
外
は
、
搭
乗
前
２
４

時
間
と
飛
行
機
中
は
ず
っ

と
、
手
と
足
に
手
錠
を
か
け

ら
れ
た
状
態
だ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
不
法
入
国
者
と

し
て
逮
捕
さ
れ
た
後
は
空
腹

や
寒
さ
に
悩
ま
さ
れ
続
け
た

と
い
う
人
が
多
く
、
到
着
後

に
提
供
さ
れ
た
軽
食
で
一
息

つ
い
た
人
が
多
か
っ
た
。

　

伯
国
は
、
連
邦
議
会
が
伯

人
の
強
制
送
還
に
関
す
る
議

会
調
査
委
員
会
が
開
設
さ
れ

た
後
の
２
０
０
６
年
に
、
諸

外
国
に
対
し
、
不
法
入
国
者

で
あ
っ
て
も
、
チ
ャ
ー
タ
ー

作戦中のリオ市警（Tania Rego/Agencia Brasil）

　

伯
国
国
税
庁
（
正
式
名
称

は
国
税
庁
特
別
局
）管
轄
の
、

国
庫
担
当
局
長
マ
ン
ス
エ

ト
・
ア
ル
メ
イ
ダ
氏
は
５
日
、

「
伯
国
経
済
成
長
の
ペ
ー
ス

は
と
て
も
遅
く
、
社
会
全
体

に
不
満
が
た
ま
っ
て
い
る
」

と
発
言
し
た
。

　

こ
の
発
言
は
ブ
ラ
ジ
リ
ア

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
の

も
の
で
、「
伯
国
は
ま
だ
困

難
が
山
積
み
だ
。
も
し
誰
か

が
、『
落
ち
着
い
て
眠
れ
ま

す
か
』
と
質
問
し
て
き
た
と

し
た
ら
、
私
の
答
え
は
『
い

い
え
、
全
く
落
ち
着
い
て
な

ん
か
眠
れ
ま
せ
ん
』
だ
。
私

は
心
配
で
た
ま
ら
な
い
。
そ

れ
は
国
の
経
済
成
長
が
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
か
ら
だ
。

伯
国
の
よ
う
な
新
興
国
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
１
％
そ
こ
そ

こ
な
ん
て
こ
と
は
普
通
じ
ゃ

な
い
。
こ
の
国
に
は
ま
だ
、

最
低
限
の
生
活
レ
ベ
ル
に
達

し
て
い
な
い
人
が
沢
山
い
る

し
、
社
会
格
差
が
と
て
も
大

き
い
。
そ
れ
な
の
に
国
全

体
の
経
済
成
長
率
が
１
％
し

か
な
い
ん
じ
ゃ
、
様
々
な
階

層
の
人
々
の
間
で
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
た
ま
っ
て
も

当
然
だ
」
と
い
う
も
の
だ
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
ア

ル
メ
イ
ダ
局
長
は
、「
１
９

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
１
・

１
％
だ
っ
た
。
１
５
、１
６

年
に
３
％
以
上
の
マ
イ
ナ

ス
を
連
続
で
記
録
し
た
後
、

や
っ
と
成
長
軌
道
に
乗
っ
た

と
思
っ
た
の
に
、
成
長
率
が

１
％
そ
こ
そ
こ
で
は
、
１
５

〜
１
６
年
の
マ
イ
ナ
ス
分
を

取
り
返
せ
な
い
」
と
し
た
。

　

マ
ン
ス
エ
ト
局
長
は
、
昨

今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
パ
ニ
ッ
ク
で
、
世
界
中

の
経
済
機
関
が
、
２
０
２
０

年
は
世
界
規
模
で
経
済
成
長

ペ
ー
ス
が
小
さ
く
な
る
と
予

想
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

世
界
規
模
で
の
経
済
停
滞
は

伯
国
経
済
に
も
大
き
く
影
響

す
る
と
発
言
し
た
。

　
「
世
界
経
済
が
低
調
だ
と
、

当
然
な
が
ら
、
伯
国
経
済
も

影
響
を
受
け
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

の
生
産
性
を
高
め
、
も
っ
と

成
長
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
税
制
や
行
政
機
構
の
改

革
を
進
め
な
く
て
は
い
け
な

い
」
と
語
る

　

同
局
長
は
、「
政
府
が
行

お
う
と
し
て
い
る
財
政
の
健

全
化
は
、
た
だ
の
節
約
だ
け

で
は
な
く
、
公
共
部
門
が
持

続
可
能
な
方
法
で
投
資
す
る

能
力
を
生
み
出
す
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
る
」
と
も
語
っ

た
。

（
５
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
ブ

者
は
全
世
界
５
億
人
だ
っ
た

の
に
、
現
在
は
２
３
億
人
。

日
本
以
外
の
欧
米
諸
国
や
伯

国
で
も
流
行
っ
て
い
る
通
信

ア
プ
リ
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ

は
２
０
０
９
年
に
出
来
た
ば

か
り
だ
が
、
現
在
は
２
３
億

人
が
利
用
し
て
い
る
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

シ
ョ
ッ
ク
は
、
世
界
規
模
の

伝
染
病
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
流
行
が

重
な
っ
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス

だ
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム
事

務
局
長
は
、「
我
々
が
戦
っ

て
い
る
相
手
は
伝
染
病
そ
の

も
の
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
拡
散
と
も

戦
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

同
事
務
局
長
は
、
１
月

３
０
日
に
、「
国
際
的
に
懸

念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊

急
事
態
」
を
宣
言
し
た
直

後
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
内
部
に
、
正
確

な
情
報
を
広
め
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
抑
え
る
た
め
の

専
門
チ
ー
ム
を
作
っ
た
。
正

確
な
情
報
よ
り
、
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
の
方
が
何
倍
も
広

ま
り
や
す
い
こ
と
が
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
困
難
に
し

て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

集
団
感
染
が
発
生
し
て
い
る

イ
ラ
ン
で
は
、
９
日
に
、「
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
が
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
効
果
が
あ

る
」
と
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
を
信
じ
、
密
造
酒
を
飲
ん

で
２
７
人
が
中
毒
死
す
る
事

件
が
起
き
た
。

　

そ
の
他
に
も
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
中
国
が
生

物
兵
器
に
使
お
う
と
し
て
製

造
し
た
」、「
ア
ボ
カ
ド
茶
、

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
テ
ィ
ー
や
ウ

イ
ス
キ
ー
を
飲
む
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
に
な
る
」、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
、
遺
伝
子
組
み

換
え
で
発
生
し
、
そ
の
遺
伝

子
構
造
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス

に
似
て
い
る
」、「
中
国
か
ら

の
輸
入
品
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
て
い
る
」
な

ど
の
嘘
が
伯
国
内
で
広
ま
っ

て
い
る
。

　

リ
オ
市
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
・

ク
ル
ス
研
究
所
（
Ｆ
ｉ
ｏ
ｃ

ｒ
ｕ
ｚ
）所
属
研
究
員
、イ
ー

ゴ
ル
・
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
氏
は
、

「
人
々
は
新
た
な
伝
染
病
が

発
生
す
る
と
、
知
ら
な
い
も

の
へ
の
恐
怖
心
か
ら
動
揺
す

る
。
た
だ
し
、
大
げ
さ
に
噂

に
な
っ
て
、
発
生
し
て
い
る

パ
ニ
ッ
ク
の
ほ
と
ん
ど
は
、

事
実
に
は
基
づ
い
て
い
な

い
」と
語
っ
て
い
る
。（
１
０

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
よ
り
、

１
１
日
掲
載
）

　

来
年
の
イ
ン
フ
レ
率
の
予

測
は
政
府
目
標
の
中
央
値

３
・
７
５
％
の
ま
ま
、
据
え

置
か
れ
て
い
る
。
２
０
２
２

〜
２
３
年
も
、
政
府
目
標
の

中
央
値（
３
・５
％
）の
ま
ま
、

据
え
置
か
れ
て
い
る
。

　

経
済
基
本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ

ｉ
ｃ
）
は
、
今
年
末
ま
で
現

行
の
年
４
・
２
５
％
で
据
え

置
か
れ
る
と
の
予
想
が
出
て

い
る
が
、
来
年
末
の
予
測
金

利
は
、
５
・７
５
％
か
ら
５
・

５
０
％
に
下
方
修
正
さ
れ

た
。
２
２
〜
２
３
年
の
予
測

は
６
・
５
％
で
変
っ
て
い
な

い
。

　

為
替
は
最
近
、
と
み
に
動

き
が
激
し
い
が
、
今
年
末
の

為
替
レ
ー
ト
に
関
す
る
予
測

は
、
１
ド
ル
＝
４
・
２
０
レ

ア
ル
で
据
え
置
か
れ
た
。
来

年
末
の
レ
ー
ト
の
予
測
は
、

１
ド
ル
＝
４
・
１
５
レ
ア
ル

か
ら
、
４
・
２
０
％
に
上
方

修
正
さ
れ
た
。

　

貿
易
収
支
の
予
測
は
、
今

年
末
の
黒
字
額
が
、
３
６
７ 

億
ド
ル
か
ら
３
６
４
億
ド

ル
に
下
方
修
正
さ
れ
た
。
来

年
末
の
黒
字
予
測
は
、
３
３ 

９
億
１
千
万
ド
ル
か
ら
３
４ 

０
億
ド
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。

　

生
産
活
動
の
た
め
の
外
国

投
資
に
関
す
る
予
測
も
、
今

年
末
は
８
０
０
億
ド
ル
で
据

え
置
か
れ
た
が
、
来
年
末
は

８
４
０
億
５
千
万
ド
ル
が
、

８
４
５
億
ド
ル
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

（
９
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
、
同

ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル

よ
り
、
１
０
日
掲
載
）

と
に
運
ば
れ
た
。

　

軍
警
側
は
同
様
の
事
故
を
避
け
る
た
め
、
ヘ
リ
を
操
縦

し
て
い
た
軍
警
に
対
し
、
内
部
規
定
に
照
ら
し
合
わ
せ
た

標
準
的
な
措
置
を
と
っ
た
と
い
う
。（
９
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
よ
り
、
１
１
日
掲
載
）

事故が起きた病院の駐車場（９日付Ｇ１サイトの記事の一部）

コ
ロ
ナ
感
染
は
チ
ー
ム
幹
部
が
否
定

は
不
透
明
」と
発
言
。

９
日
に
ボ
タ
フ
ォ
ゴ

の
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

は
、
本
田
は
１
０
日

の
試
合
を
欠
場
す
る

と
発
表
し
た
。

　

本
田
は
９
日
の

時
点
で
風
邪
か
ら

は
回
復
し
て
い
た

が
、「
出
場
す
る
な

ら
１
０
０
％
の
体
調

で
」
と
、
無
理
を
押

し
て
の
出
場
は
避
け

た
い
と
、
ド
ク
タ
ー

に
も
チ
ー
ム
幹
部
に

も
主
張
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
田
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ

ン
ト
に
、
１
０
日
の

試
合
を
欠
場
す
る
こ

と
を
伝
え
、
チ
ケ
ッ

ト
購
入
者
へ
の
お

詫
び
の
文
も
掲
載
し

積
荷
な
ど
の
強
盗
団
を
摘
発

盗
品
商
含
む
８
２
人
を
逮
捕

リオ州

た
人
は
お
よ
そ
８
５
万
人
に

上
っ
た
と
い
う
。

（
６
、９
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
よ

り
、
１
１
日
掲
載
）

機
に
よ
る
強
制
送
還
は
認
め

な
い
と
の
通
達
を
出
し
て
い

た
が
、
こ
の
通
達
は
完
全
に

無
視
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

伯
国
が
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に

よ
る
、
大
量
の
強
制
送
還
を

認
め
な
い
事
を
決
め
た
の

は
、
該
当
国
で
生
ま
れ
た
子

供
が
い
る
場
合
や
家
庭
生
活

や
仕
事
を
確
立
し
て
い
る
人

な
ど
に
つ
い
て
、
強
制
送
還

措
置
を
個
別
に
分
析
し
、
必

要
な
ら
覆
し
た
り
出
来
る
よ

う
に
と
の
判
断
だ
っ
た
。
だ

が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
は

米
国
か
ら
の
要
請
を
受
け

入
れ
、
国
籍
を
記
し
た
紙
１

枚
を
持
た
せ
る
だ
け
で
、
大

量
に
強
制
送
還
出
来
る
よ
う

に
し
て
し
ま
っ
た
。
チ
ャ
ー

タ
ー
機
で
帰
国
さ
せ
れ
ば
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
書
類
の

不
備
を
追
求
さ
れ
る
事
も
な

く
、
航
空
会
社
に
よ
る
搭
乗

拒
否
も
起
き
な
い
か
ら
だ
。

　

不
法
入
国
で
逮
捕
さ
れ
た

伯
人
の
数
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
に
な
っ
て
か
ら
急
激
に

増
え
て
い
る
。
２
０
１
８
年

１
０
月
〜
１
９
年
９
月
の
逮

捕
者
は
１
万
７
９
０
０
人

で
、
２
０
１
７
年
１
０
月
〜

１
８
年
９
月
の
１
５
０
０

人
の
約
１
２
倍
だ
。
様
々
な

国
籍
の
人
を
総
合
す
る
と
、

２
０
１
９
年
に
米
国
へ
の
不

法
入
国
を
試
み
て
逮
捕
さ
れ

格
的
な
戦
術
練
習
に
入
る
の

は
１
２
日
か
ら
と
な
る
。

（
１ 

１
日
付
グ
ロ
ー
ボ
・
エ

ス
ポ
ル
テ
よ
り
、
１
２
日
掲

載
）

　

リ
オ
市
警
が
５
日
、
バ
イ

シ
ャ
ー
ダ
・
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ

　

伯
国
の
金
融
・
市
場
関
係

者
を
対
象
と
す
る
経
済
動
向

調
査
で
、
２
０
２
０
年
の

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の

成
長
予
測
が
初
め
て
２
％
を

割
っ
た
。

　

伯
国
中
銀
が
集
計
す
る
経

済
動
向
予
測「
フ
ォ
ー
カ
ス
」

最
新
版
に
よ
る
と
、
今
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
予
測
は
１
・

９
９
％
で
、２
・１
７
％
だ
っ

た
前
回
予
測
を
０
・
１
８
％

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

　

今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
予
測

地
区
で
積
荷
な
ど

の
強
盗
を
繰
り
返

し
て
い
た
犯
罪
者

の
摘
発
作
戦
を
実

施
、
８
２
人
を
逮

捕
し
た
。

　

エ
ス
ポ
リ
ア

ド
ー
ル
２
と
命
名

さ
れ
た
作
戦
は
、

通
行
人
や
家
屋
、

金
融
機
関
、
商
業

施
設
を
狙
い
、
積

荷
や
車
な
ど
を
盗

ん
で
い
る
組
織
や

グ
ル
ー
プ
を
摘
発

す
る
た
め
の
も
の

だ
。

売
り
捌
き
、
売
上
の
一
部
を

麻
薬
密
売
者
達
に
渡
し
て
い

た
事
が
判
明
し
た
と
い
う
。

　

同
種
の
事
件
で
は
、
機
関

銃
や
輸
入
品
の
拳
銃
な
ど
も

使
わ
れ
て
お
り
、
５
日
の
作

戦
実
行
時
に
も
、
警
官
と
犯

罪
者
が
銃
撃
戦
と
な
る
場
面

が
見
ら
れ
た
。犯
罪
者
達
は
、

バ
リ
ケ
ー
ド
を
作
っ
て
放
火

す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
で

警
官
の
行
動
を
阻
止
し
よ
う

と
し
た
。
ま
た
、
警
官
と
の

抗
争
で
、
容
疑
者
が
１
人
、

死
亡
し
た
と
い
う
。

(

５
日
付
Ｇ
１
、
ア
ジ
ェ
ン

シ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
よ
り
、
７

日
掲
載)

２月の生活費指数
０・１２％増

「教育」、「食品」が１％超

《聖市》

ラ
ジ
ル
よ
り
、
６
日
掲
載
）
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（５） ２０２０年第５４４６号  ３月 １３日 （金曜日）

EXPOSIÇÃO

EXPOSIÇÃO “DA VINCI 500 
ANOS DE UM GÊNIO” - SÃO 
PAULO/SP
Onde: MIS Experience (Rua Vlad-
mir Herzog 75, Água Branca)
Até 31/05/2020
Horário: De terça-feira a domingo, 
das 10h às 20h.
Ingresso: R$40,00 (sábados, domin-
gos e feriados) e R$30,00 (de quar-
ta-feira a sexta-feira). Meia entrada 
para estudantes e acima de 60 anos. 
Às terças-feiras a Entrada é Gratuita. 

MIRAITOWA  E SOMEITY – 
MASCOTES DAS OLIMPIADAS 
DE TOKYO 2020 – SÃO PAU-
LO/SP 
Onde: Japan House São Paulo (Ave-
nida Paulista 52, 2º andar,  Bela Vis-
ta)
De 15/10 a 20/08/2020
Horário: 3ª a Sábado das 10h às 20h e 
Domingos e feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3090-8900 www.
japanhouse.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO JAPÃO EM SO-
NHOS – SÃO PAULO/SP 
Onde: Japan House São Paulo (Ave-
nida Paulista 52, Bela Vista)
De 18/02 a 26/04/2020
Horário: 3ª a Sábado das 10h às 20h e 
Domingos e feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3090-8900 www.
japanhouse.jp/saopaulo

EXPOSIÇÃO DE FOTOGRAFIA 
NATUREZA VIVA  – MOGI DAS 
CRUZES/SP 
Onde: Casarão do Chá (Estrada Do 
Chá cx 05, acesso pela Estrada do 
Nagao, km 3, Cocuera, Mogi das 
Cruzes/SP) 
Visitação: De 01/03 a 19/04/2020 – 
Todos os domingos das 9h às 17h 
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/4792-2164 e www.
casaraodocha.org.br  

CONSTRUÇÃO TADASHI 
KAWAMATA – SÃO PAULO/SP 
Onde: Japan House São Paulo (Ave-
nida Paulista 52, 2º andar,  Bela Vis-
ta)
De 04/02 a 12/04/2020
Horário: 3ª a Sábado das 10h às 20h e 
Domingos e feriados das 10h às 18h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: 11/3090-8900 www.
japanhouse.jp/saopaulo

LUMINA – MARIANA PALMA – 
SÃO PAULO/SP 
Curadoria: Priscyla Gomes
Onde: Instituto Tomie Ohtake (Rua 
Coropés 88, Pinheiros) 
De 19/02 a 05/04/2020
Horário: 3ª a domingo das 11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br 

EXPOSIÇÃO ITINERANTE 
– TÓQUIO ANTES/DEPOIS – 
SÃO PAULO/SP 
Onde: CAIXA Cultural São Paulo 
(Praça da Sé 111, Centro Histórico, 
SP)
De 26/01 a 22/03/2020
Horário: 3ª a domingo das 9h às 19h
Ingresso: Entrada Gratuita
Classifi cação indicativa: Livre para 
todos os públicos
Acesso para pessoas com defi ciência
Informações: 11/3321-4400

CANÇÕES DE UM PASSADO 
ESQUECIDO – OBRAS DAS 
COLEÇÕES BRITISH COUN-

CIL, LUX E ACERVO HISTÕRI-
CO VIDEOBRASIL – SÃO PAU-
LO/SP 
Curadoria: Tendai John Mutambu 
para o British Council e LUX 
Onde: Instituto Tomie Ohtake (Rua 
Coropés 88, Pinheiros) 
De 22/01 a 15/03/2020
Horário: 3ª a domingo das 11h às 20h
Ingresso: Entrada Gratuita 
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br 

MURAKAMI POR MURAKAMI
Curadoria: Gunnar B. Kvaran
Onde: Instituto Tomie Ohtake (Rua 
Coropés 88, Pinheiros) 
De 04/12 a 15/03/2020 
Horário: 11h às 13h; 13h às 15h; 15h 
às 17h; e 17h às 20h
Ingresso: R$12,00 e terças Gratuitas 
www.sympla.com.br
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br 

TOMIE OHTAKE: POESIA SE 
MEDITA
Curadoria: Luise Malmaceda
Onde: Instituto Tomie Ohtake (Rua 
Coropés 88, Pinheiros) 
Inicio 04/10/2019 
Horário: 3ª a domingo das 11h às 20h
Informações: 11/2245-1900 ou 
www.institutotomieohtake.org.br 

PAVILHÃO JAPONÊS – PAR-
QUE DO IBIRAPUERA 
Onde: Pavilhão Japonês (Parque do 
Ibirapuera – portão 10 - próx. ao Pla-
netário e ao Museu Afro Brasil) 
Visitação: quarta-feira, sábado, do-
mingo e feriados 
Horário: das 10h às 12h e das 13h às 
17h 

EVENTO 

KARAOKE-DANCE DO NIKKEY 
CULTURAL – SÃO PAULO/SP
Onde: NIKKEY CULTURAL II 
(Rua BARAO DE IGUAPE 135 2 
ANDAR)
TODAS AS QUINTAS E SÁBA-
DOS
Horário: 8h às 16h (Serve Almoço)
Informações:  11/99857-3845 com 
Iritsu
De TERÇAS E SÁBADOS
Aulas de Tango com o Prof Hudson 
Falasca (Curso de Férias)
Informações: 11/94851-3627

JAPÃO DIGITAL – PROJEÇÃO 
MAPEADA NO PAVILHÃO JA-
PONÊS – SÃO PAULO/SP
Apresentações de Taiko com proje-
ção mapeada: às 19h e às 20h
Onde: Pavilhão Japonês – Parque 
Ibirapuera – Av. Pedro Álvares Ca-
bral s/n, São Paulo/SP, Entrada pelos 
portões 3 e 7 (estacionamento) e por-
tão 10 (pedestres)
Dias 13, 14 e 15/03/2020
Horários: 18h30 às 21h
Ingressos: R$15,00 inteira e R$7,50 
meia (Pacotes família estarão dispo-
níveis em https://www.sympla.com.
br/bunkyo)
Informações: Fundação Japão em 
São Paulo (sobre o evento): www.
fjsp.org.br e BUNKYO (sobre o Pa-
vilhão Japonês): http://www.bunkyo.
org.br  

5ª EDIÇÃO DA GOIABA DE 
BRASÍLIA 2020
Onde: Núcleo Rural Alexandre Gus-
mão – Núcleo 6 – BR-080 – km 13 
– Área Especial Brazlãndia/df 
Dias 13, 14 e 15/03/2020 
Horário: Sexta 19h, Sábado 10h e 
Domingo 10h 
Ingresso: Entrada Gratuita

BAILE ÉRIKA KAWAHASHI – 
SÃO PAULO/SP
Música ao vivo com Érika Kawa-
hashi e o Vocalista Issamu. Personal 
Dancers da Academia “Dançando na 
Lua”.
Onde: Associação Miyagui (Rua Fa-
gundes 152, Metro São Joaquim)
Dia 14/03/2020
Horário: 17h30 às 22h (das 17h30 às 
18h – karaokê por meia hora)
Informações: 11/2578-3829 e 
11/99827-9925 e erika.kawahashi@
yahoo.com.br 

ABBA – THE HISTORY – SHOW 
BENEFICENTE – KODOMO NO 
SONO – SÃO PAULO/SP
Onde: Grande Auditório do Bunkyo 
(Rua São Joaquim 381, Liberdade)
Dia 14/03/2020
Horário: 20h
Ingressos: R$80,00 (setor 1), 
R$60,00 (setor 2) e R$40,00 (setor 3)
Informações: 11/3208-3949 e 
11/3207-9744

58ª FESTA DA UVA E 10ª FESTA 
DO VINHO – VINHEDO/SP
Shows:
Dia 14, às 20h - Edson & Hudson 
-GRATUITO
Dia 15, às 20h - Maiara & Maraisa - 
com bilheteria
Dia 20, às 20h- Exaltasamba-GRA-
TUITO
Dia 21, às 20h- Trio Parada Dura-
GRATUITO
Dia 22, às 20h - Dennis DJ - com bi-
lheteria
Dia 27, às 20h - Biquini Cavadão-
GRATUITO
Dia 28, às 20h - Rio Negro e Soli-
mões-GRATUITO
Dia 29, às 20h - Thiaguinho - com 
bilheteria
Onde: Parque Jayme Ferragut (Estr 
da Boiada S/N, Portal, Vinhedo/SP)
De 14 a 29/03/2020
Horário: Quintas e Sextas das 18h às 
23h e Sabados e Domingos das 10h 
às 23h
Ingresso: PISTA – 1º LOTE R$30,00, 
ÁREA VIP – 1º LOTE R$60,00 
e ÁREA OPEN BAR  - 1º LOTE 
R$120,00 
Vendas On-line: https://tycket.com.
br/home 

O 92º CONCERTO BUNKYO 
AOS DOMINGOS – SÃO PAU-
LO/SP
Violino: Elisa Fukuda
Violoncelo: Moises Ferreira
Piano: Michiko Tashiro Licciardi
Onde: Pequeno Auditório do Bunkyo 
(Rua São Joaquim 381, Prédio Ane-
xo, 3º andar)
Dia 15/03/2020
Horário: 11h
Ingresso: Entrada Gratuita (Colabore 
doando 1kg de alimento não perecí-
vel)
Informações: 11/3208-1755

5ª FESTA DO SORVETE AC-
NBVNC – SÃO PAULO/SP
Onde: Assoc Cult Nipo Bras de Vila 
Nova Cachoeirinha (Av General Pe-
nha Brasil 226, V N Cachoeirinha, 
São Paulo/SP) 
Dia 15/03/2020 
Horário: 11h às 18h 
Ingresso: R$18,00 e crianças até 7 
anos não pagam

ALMOÇO CIDADANIA SOLIDÁ-
RIA & KIBO-NO-IÊ – SÃO PAU-
LO/SP
Onde: Espaço Hakka (Rua São Joa-
quim 460, Liberdade) 
Dia 15/03/2020 
Horário: 12h às 18h 
Ingresso: R$80,00 (térreo) e R$70,00 

(mezanino) Crianças até 05 anos não 
pagam e de 06 a 12 anos pagam meia 
– SOMENTE VENDA ANTECIPA-
DA. 
Informações: https://www.facebook.
com/events/218772705799343/

YAKISOBA COM BINGO OKI-
NAWA PATRIARCA – SÃO PAU-
LO/SP
Onde: Assoc Okinawa Patriarca 
(Praça Dr Pereira do Rêgo 45, Cida-
de Patriarca, São Paulo/SP)
Dia 15/03/2020
Horário: 12h às 20h
Ingresso: R$25,00

DOMINGÃO DA ACAL- SÃO 
PAULO/SP
Onde: Assoc Cult e Assit da Liber-
dade (Av Liberdade 365, Liberdade/
SP) 
Dia 15/03/2020 
Horário: 10h às 16h 
Ingresso: Entrada Gratuita

YAKISSOBA KAIKAN TUCU-
RUVI – SÃO PAULO/SP
Onde: Kaikan Tucuruvi (Rua Dr Va-
lentim Bouças 338, Tremembé, São 
Paulo/SP) 
Dias 15/03/2020 
Horário: 12h às 16h
Ingresso: R$30,00 11/99345-4817 
Massaru 

1º FESTIVAL DA PALHA ITA-
LIANA – SÃO PAULO/SP
1º FESTIVAL DO PÃO DE QUEI-
JO – SÃO PAULO/SP
4º FESTIVAL DO TORRESMO, 
BACON E CERVEJA ARTESA-
NAL – SÃO PAULO/SP
FEIRA DE ARTES, MODA E DE-
CORAÇÃO – SÃO PAULO/SP
Onde: Assoc Hokkaido de Cult e As-
sist (Rua Joaquim Tavora 605, Vila 
Mariana/SP) 
Dia 15/03/2020 
Horário: 12h às 19h
Ingresso: Entrada Gratuita
Informações: eventos@espacoaseni-
nas.com 

KARAOKÊ-DANCE NIKKEY 
CULTURAL – SÃO PAULO/SP
Pioneiro nessa atividade cujo obje-
tivo é de proporcionar um ambien-
te familiar onde os freqüentadores 
cantam suas músicas preferidas e 
dançam ritmos como o chá chá chá , 
rumba, forro , samba e country. 
Onde: Assoc. Cultural Tokushima 
Kenjin do Brasil (Av Dr Antonio 
Maria Laert 275, 100m do Metro Tu-
curuvi) 
Dia 15/03/2020 
Horário: 8h às 18h e das 18h às 22h 
Bailes com música ao vivo.
Informações: 11/99857-3845 com 
Iritsu 

19ª FESTA DE YAKISSOBA NO 
MIZUHO – SÃO BERNARDO 
DO CAMPO/SP
Onde: Assoc Cult de Mizuho (Praça 
Tokuyama 2, Cooperativa, São Ber-
nardo do Campo/SP) 
Dia 15/03/2020 
Horário: 11h às 16h 
Ingresso: Entrada Gratuita

26ª FESTA DA DÁLIA – SUZA-
NO/SP
Onde: Enkyo Suzano (Estrada do 
Tani 751, Vila Ipelândia, Suzano/SP)
Dia 15/03/2020
Horário: 10h às 16h
Ingresso: Entrada Gratuita

AOBA MATSURI  – SÃO PAU-
LO/SP
Feira de verduras frescas e comidas 
caseiras. 

Onde: Miyagui Kenjin Kai (Rua Fa-
gundes 152, Liberdade) 
Dia 21/03/2020 
Horário: 7h às 15h 
Informações: 11/3209-3265

JAPÃO: VIVÊNCIA EM ARTES – 
SÃO PAULO/SP
Onde: Aliança Cultural Brasil Japão 
(Rua Dep Lacerda Franco 328, São 
Paulo/SP)
Dia 22/03/2020
Informações: www.vivenciaemartes.
com.br 

CURSO 

CURSO DE CERÂMICA – SÃO 
PAULO/SP
Com: MAKOTO FUKUZAWA (Cera-
mista e Presidente da CCBrás) Técni-
cas do Japão
Onde: Rua Fidalga 960, Vila Madalena
Aulas Individualizadas
Horários: seg (tarde) 14h às 17h; seg 
(noite) 18h30 às 21h30; ter (tarde) 14h 

Divulgação de eventos
com Cristiane Kisihara 

E-mail:cris_kisihara@hotmail.com
TEL: 11/3340-6060

às 17h; ter (noite) 18h30 às 21h30 e sábado (manhã e tar-
de) 9h às 16h (quinzenal)
Informações: 11/9 8538-6640 e makotoformaefogo@
gmail.com 

CURSOS DA NIKKEY CULTURAL – SÃO PAULO/
SP
Onde: Rua Tomas Gonzaga 95, 4andar, Liberdade 
Cursos: Karaokê, Idiomas (japones, inglês e espanhol), 
teclado, informatica para a 3ª idade e dança de salão. E 
agora Curso de Tênis de Mesa.
Informações: 11/99857-3845 Iritsu 

WORKKSHOP 

WORKSHOP: PRESERVANDO A ESSÊNCIA DA 
CULTURA JAPONESA NO BRASIL – SUZANO/
SP
Onde: Bunkyo Suzano (Av. Armando Salles de Oliveira 
444, Centro, Suzano/SP)
Dia 14/03/2020
Horário: 14h às 17h
Vagas limitadas
Inscrições: https://tinyurl.com/Projeto-Geracao 
Informações: 11/4746-2744 e bunkyo@bunkyosuzano.
com.br 

PALESTRA

PALESTRA: “OS BRASILEIROS E JAPONESES 
NA MARATONA DOS JOGOS OLÍMPICOS – PAS-
SADO E PRESENTE” – SÃO PAULO/SP
Onde: Biblioteca da Fundação Japão em São Paulo (Av. 
Paulista 52, 3º andar, Bela Vista)
Dia 14/03/2020
Horário: 14h às 15h30
Ingresso: Entrada Gratuita (É necessário retirar senha no 
local, uma por pessoa, 30 minutos antes do evento)
Informações: fjsp.org.br/agenda/exposicao-dese-
nhos2020-biblioteca e 11/3141-0110

PALESTRA COM O CURADOR KOTARO IIZAWA 
– SÃO PAULO/SP
Onde: CAIXA Cultural São Paulo (Praça da Sé 111, Audi-
tório, 6º andar, Centro Histórico, SP)
Dia 14/03/2020 (sábado)
Horário: 15h
Inscrições: info@fjsp.org.br 
Vagas: 50

PALESTRA GRATUITAS DO CIATE – SÃO PAU-
LO/SP
MARÇO/2020
17/03 - Terça-Feira – 14h às 16h – “Declaração de Im-
posto de Renda do Brasil e do Japão” Palestrante: Shinji 
Nakaoka – Diretor Executivo da Daiwa Service.
19/03 – Quinta-Feira – 14h às 16h – “Assuntos Relaciona-
dos ao Cotidiano no Japão” Palestrante: Andrezza Akiya-
ma – Consultora do Ciate.
Onde: CIATE (Rua São Joaquim 381, 1andar, sala 12)
Inscrições e Informações: 11/3207-9014

週
末
お
で
か
け
情
報
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「
ブ
ラ
ジ
ル
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

派は

遣け
ん

事じ

業ぎ
ょ
う」

で
１
２
日に

ち

間か
ん

に
わ
た

り
聖せ

い

市し

に
滞た

い

在ざ
い

し
た
静し

ず

岡お
か

文ぶ
ん

化か

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

大だ
い

学が
く

の
学が

く

生せ
い

５
人に

ん

。

５
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うも

集あ
つ

ま
っ
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
の
交こ

う

流り
ゅ
う

会か
い

で
は
、
お

好こ
の

み
焼や

き
作づ

く

り
と
日に

本ほ
ん

茶ち
ゃ

の

淹い

れ
方か

た

を
実じ

つ

演え
ん

し
た
。
お
茶ち

ゃ

の
実じ

つ

演え
ん

で
は
、
お
湯ゆ

の
温お

ん

度ど

に
よ
っ
て
甘あ

ま

み
や
苦に

が

味み

が
変へ

ん

　「静
し ず

岡
お か

の魅
み

力
りょく

を伝
つ た

える親
し ん

善
ぜ ん

大
た い

使
し

だ」――今
こ ん

月
げ つ

６日
か

、聖
せ い

市
し

のジ
ャパン・ハウス（ＪＨ）で行

おこな

われた静
し ず

岡
お か

文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

大
だ い

学
が く

（所
し ょ

在
ざ い

地
ち

＝浜
は ま

松
ま つ

市
し

）の学
が く

生
せ い

５人
に ん

による静
し ず

岡
お か

県
け ん

紹
しょう

介
か い

の後
あ と

、同
ど う

県
け ん

出
しゅっしん

身の
池
い け

田
だ

泰
や す

久
ひ さ

在
ざ い

聖
せ い

日
に っ

本
ぽ ん

国
こ く

総
そ う

領
りょう

事
じ

館
か ん

副
ふ く

領
りょう

事
じ

は、学
が く

生
せ い

の健
け ん

闘
と う

をそう称
た た

えた。彼
か れ

らは静
し ず

岡
お か

県
け ん

庁
ちょう

・日
に

本
ほ ん

外
が い

務
む

省
しょう

・ブラジル静
し ず

岡
お か

県
け ん

人
じ ん

会
か い

が連
れ ん

携
け い

する「ブラジル青
せ い

少
しょう

年
ね ん

派
は

遣
け ん

事
じ

業
ぎょう

」で選
え ら

ばれ、派
は

遣
け ん

された。

化か

す
る
と
解か

い

説せ
つ

。
ま
た
「
手て

返が
え

し
」
と
い
う
傾か

た
む

け
た
急

き
ゅ
う

須す

を
時と

き

折お
り

に
戻も

ど

す
所し

ょ

作さ

が
多お

お

い

ほ
ど
苦に

が

く
な
る
と
説せ

つ

明め
い

す
る

と
、
会か

い

場じ
ょ
うか

ら
多お

お

く
の
「
へ

ぇ
ー
」
と
感か

ん

心し
ん

す
る
声こ

え

が
湧わ

い
た
。
当と

う

地ち

側が
わ

か
ら
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
シ
ュ
ラ
ス
コ
を
作つ

く

っ
て
も

て
な
し
、
川か

わ

崎さ
き

エ
レ
ナ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うの

招ま
ね

き
で
ソ
ニ
ー
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
谷た

に

川か
わ

大や
ま
と和

さ
ん
（
４
６
）、

眞ま

希き

さ
ん
（
４
４
）、
希き

和わ

さ
ん
（
１
２
）、
眞ま

和お

さ
ん

（
６
）
家か

族ぞ
く

も
ブ
リ
ガ
デ
イ

　

５
人に

ん

は
い
ず
れ
も
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うや

多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

に
強つ

よ

い
関か

ん

心し
ん

を
も
っ
て
お
り
、
こ
の
事じ

業ぎ
ょ
うに

応お
う

募ぼ

し
た
。
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

が
多お

お

い
浜は

ま

松ま
つ

市し

に
あ

る
大だ

い

学が
く

ら
し
く
、
デ
カ
セ
ギ

子し

弟て
い

に
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活か

つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
い

る
学が

く

生せ
い

も
い
る
。

　

文ぶ
ん

化か

政せ
い

策さ
く

学が
く

部ぶ

国こ
く

際さ
い

文ぶ
ん

化か

学が
っ

科か

の
イ
ノ
エ
・
デ
・
リ
マ
・

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ダ
イ
キ
さ

ん
（
４
年ね

ん

、
２
２
）、
野の

師し

本も
と

桃も
も

子こ

さ
ん
（
２
２
、４
年ね

ん

）、

羽は

賀が

詩し

生お

吏り

さ
ん
（
２
１
、３

年ね
ん

）、
文ぶ

ん

化か

政せ
い

策さ
く

学が
く

部ぶ

芸げ
い

術
じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

化か

学が
っ

科か

の
下し

も

川か
わ

原ら

李り

音お
ん

さ

ん
（
２
０
、３
年ね

ん

）、
デ
ザ
イ

ン
学が

く

部ぶ

デ
ザ
イ
ン
学が

っ

科か

の
島し

ま

田だ

愛あ
い

理り

さ
ん
（
２
０
、２
年ね

ん

）

の
５
人に

ん

だ
。

　

揃そ
ろ

い
の
法は

っ

被ぴ

を
身み

に
つ
つ
ん

だ
彼か

れ

ら
は
、
富ふ

士じ

山さ
ん

・
サ
ッ

カ
ー
・
グ
ル
メ
・
茶ち

ゃ

・
祭ま

つ

り

な
ど
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
角か

く

度ど

か
ら
県け

ん

の
魅み

力り
ょ
くを

英え
い

語ご

で
堂ど

う

々ど
う

と
発は

っ

表ぴ
ょ
う。

そ
れ
を
日に

っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

の
イ

ノ
エ
さ
ん
が
ポ
語ご

通つ
う

訳や
く

、
サ

ッ
カ
ー
部ぶ

分ぶ
ん

の
プ
レ
ゼ
ン
も

担た
ん

当と
う

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

を
提て

い

示じ

し
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
県け

ん

へ
の
親し

ん

近き
ん

感か
ん

を
持も

た
せ
る

内な
い

容よ
う

と
な
っ
た
。
イ
ノ
エ
さ
ん

の
親し

ん

族ぞ
く

も
駆か

け
つ
け
る
な
ど

約や
く

３
０
人に

ん

が
熱ね

っ

心し
ん

に
聞き

き
入い

っ
た
。

　

学が
く

生せ
い

ら
は
３
月が

つ

１
日た

ち

か
ら

１
２
日に

ち

ま
で
の
間あ

い
だ

ブ
ラ
ジ
ル

に
滞た

い

在ざ
い

し
、
Ｊ
Ｈ
で
イ
ン
タ

ー
ン
体た

い

験け
ん

や
聖せ

い

市し

内な
い

の
文ぶ

ん

化か

施し

設せ
つ

を
訪ほ

う

問も
ん

。
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
う

立り
つ

総そ
う

合ご
う

大だ
い

学が
く

や
の
び
る
学が

く

園え
ん

の
生せ

い

徒と

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを

通つ
う

じ

知ち

見け
ん

を
広ひ

ろ

げ
た
。

　

羽は

賀が

さ
ん
は
「
日に

本ほ
ん

を
好す

き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
痛つ

う

感か
ん

し
た
。
こ
れ
は

お
金か

ね

で
は
で
き
な
い
」
と
語か

た

り
、
今こ

ん

回か
い

の
研け

ん

修し
ゅ
うを

通つ
う

じ
て

文ぶ
ん

化か

発は
っ

信し
ん

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

を
実じ

っ

感か
ん

し
た
と
い
う
。

　

野の

師し

本も
と

さ
ん
は
大だ

い

学が
く

卒そ
つ

業
ぎ
ょ
う

後ご

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ

　

ブ
ラ
ジ
ル
熊く

ま

本も
と

県け
ん

文ぶ
ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
清き

よ

原は
ら

健け
ん

児じ

会か
い

長ち
ょ
う）

は
３
月が

つ

１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か

ら
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

ヴ
ィ
ラ
・

マ
リ
ア
ー
ナ
区く

の
同ど

う

会か
い

館か
ん

で

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

を
開か

い

催さ
い

し
、
２
０

人に
ん

余あ
ま

り
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

日く
さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
うが

司し

会か
い

を
務つ

と

め
、
小お

山や
ま

田だ

祥さ
ち

雄お

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うが

議ぎ

長ち
ょ
うを

担に
な

っ
た
。
奥お

く

村む
ら

ネ
ル
ソ
ン
さ
ん
が
１
９
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う、

坂さ
か

本も
と

マ
リ
ナ
さ
ん

が
１
９
年ね

ん

度ど

会か
い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

を
行

お
こ
な

い
、
拍は

く

手し
ゅ

で
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。

　

続つ
づ

い
て
奥お

く

村む
ら

さ
ん
が
２
０

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

、
坂さ

か

本も
と

さ
ん

が
予よ

算さ
ん

案あ
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う、

同ど
う

様よ
う

に

拍は
く

手し
ゅ

で
承

し
ょ
う

認に
ん

と
な
っ
た
。

　

清き
よ

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うは

今こ

年と
し

の
方ほ

う

針し
ん

と
し
て
「
通つ

う

常じ
ょ
う

会か
い

員い
ん

は
年と

し

１
５
０
レ
ア
ル
の
ま
ま
。
だ

け
ど
会か

い

費ひ

ク
ラ
ス
分わ

け
を
増ふ

や
し
、
余よ

裕ゆ
う

の
あ
る
人ひ

と

に
は

企き

業ぎ
ょ
う

会か
い

員い
ん

（
３
千ぜ

ん

レ
ア
ル
）

な
ど
の
他ほ

か

の
ク
ラ
ス
会か

い

員い
ん

を

作つ
く

り
、
そ
ち
ら
を
勧す

す

め
た
い
」

リ
フ
ィ
ス
大だ

い

学が
く

院い
ん

に
進し

ん

学が
く

予よ

定て
い

。
国こ

く

際さ
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
専せ

ん

攻こ
う

す
る
。
イ
ノ
エ
さ
ん
は
帰き

国こ
く

後ご

に
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

活か
つ

動ど
う

を
開か

い

始し

予よ

定て
い

で
、「
言げ

ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くを

い
か
し
た

仕し

事ご
と

に
就つ

き
た
い
。
Ｊ
Ｈ
を

見み

て
文ぶ

ん

化か

施し

設せ
つ

も
い
い
な
と

思お
も

い
ま
し
た
」
と
将

し
ょ
う

来ら
い

の
希き

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

　

下し
も

川か
わ

原ら

さ
ん
は
「
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

さ
ん
が
毎ま

い

月つ
き

集あ
つ

ま
っ
て
い

る
と
聞き

き
、
絆き

ず
な

の
強つ

よ

さ
に
感か

ん

心し
ん

し
た
」、
島し

ま

田だ

愛あ
い

理り

さ
ん
も

「
言こ

と

葉ば

を
超こ

え
た
交こ

う

流り
ゅ
うが

出で

来き

た
」
と
研け

ん

修し
ゅ
うの

手て

応ご
た

え
を

感か
ん

じ
て
い
た
。

と
説せ

つ

明め
い

し
た
。
さ
ら
に
「
ま

だ
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
存そ

ん

在ざ
い

を
知し

ら
な

い
人ひ

と

が
い
る
。
新あ

た
ら

し
い
会か

い

員い
ん

を
増ふ

や
し
な
が
ら
、
既き

存そ
ん

の

５
０
０
家か

族ぞ
く

会か
い

員い
ん

と
の
つ
な

が
り
を
復ふ

っ

活か
つ

さ
せ
、
一ひ

と

人り

で

も
多お

お

く
会か

い

費ひ

を
払は

ら

っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
働は

た
ら

き
か
け
た
い
」

と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

大だ
い

サ
ロ
ン
の
利り

用よ
う

料り
ょ
う（

非ひ

会か
い

員い
ん

１
５
０
０
レ
、
会か

い

員い
ん

１
千せ

ん

レ
）
の
値ね

上あ

げ
案あ

ん

も
出で

た
が
、
理り

事じ

会か
い

の
判は

ん

断だ
ん

に
委ゆ

だ

松
まつ うら

浦アントニオさん

を
逮た

い
 
ほ捕

し
た
。
認に

ん
 
ぴ否

は
明あ

き

ら

か
に
し
て
い
な
い
。

　

捜そ
う
 
さ査

本ほ
ん
 
ぶ部

に
よ
る
と
、

山や
ま
 
ぐ
ち口

容よ
う
 
ぎ
 
し
ゃ

疑
者
と
、
殺さ

つ
 
が
い害

さ
れ

た
夫お

っ
と

で
派は

 
け
ん遣

社し
ゃ
 
い
ん員

デ
・
ソ
ウ

ザ
・
マ
ル
コ
ス
さ
ん
（
４
４
）

は
、
と
も
に
東

と
う
 
き
ょ
う

京
に
本ほ

ん
 
し
ゃ社

を

置お

く
自じ

 
ど
う
 
し
ゃ

動
車
部ぶ

 
ひ
ん品

メ
ー
カ
ー

の
同ど

う
 
け
ん県

牧ま
き
 
の
 
は
ら

之
原
市し

の
工

こ
う
 
じ
ょ
う

場
に

派は
 
け
ん遣

さ
れ
、
同お

な

じ
セ
ク
シ
ョ
ン

で
働は

た
らく

同
ど
う
 
り
ょ
う

僚
だ
っ
た
。

　

捜そ
う
 
さ査

関か
ん
 
け
い
 
し
ゃ

係
者
に
よ
る
と
、

マ
ル
コ
ス
さ
ん
は
仕し

 
ご
と事

か
ら

帰き
 
た
く宅

直ち
ょ
く
 
ご後

に
玄げ

ん
 
か
ん関

先さ
き

で
襲お

そ

わ

れ
、
財さ

い
 
ふ布

な
ど
所し

ょ
 
じ持

品ひ
ん

が
奪う

ば

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も

判は
ん
 
め
い明

。
捜そ

う
 
さ査

本ほ
ん
 
ぶ部

は
、
山

や
ま
 
ぐ
ち口

容よ
う
 
ぎ
 
し
ゃ

疑
者
が
恨う

ら

み
を
持も

っ
て
マ

ル
コ
ス
さ
ん
を
待ま

ち
伏ぶ

せ
し

襲し
ゅ
う
 
げ
き

撃
し
た
疑う

た
がい

も
あ
る
と
み

て
調し

ら

べ
て
い
る
。

　

逮た
い
 
ほ捕

容よ
う
 
ぎ疑

は
２
月が

つ

１
７

日に
ち
 
ご
 
ご

午
後
７
時じ

 
は
ん半

ご
ろ
、
菊き

く
 
が
わ川

市し

赤あ
か
 
つ
ち土

の
マ
ル
コ
ス
さ
ん
宅た

く

前ま
え

で
、
マ
ル
コ
ス
さ
ん
と
妻つ

ま

の

同ど
う

タ
カ
ハ
シ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
・

ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
・
マ
リ
さ
ん

（
４
３
）
を
刃は

 
も
の物

で
刺さ

す
な

ど
し
、
マ
ル
コ
ス
さ
ん
を
死し

 
ぼ
う亡

r9
nV

V
6

Q
eIoF5

EW
6

K
g/view

form
?edit_

req
u

ested
=tru

e

）
か

ら
申も

う

し
込こ

み
で
き
る
。

　

出
し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

登と
う

録ろ
く

し
た
先せ

ん

着
ち
ゃ
く

２
０
０
人に

ん

に
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
無む

料り
ょ
うで

配は
い

布ふ

さ
れ
る
。
同ど

う

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
は
あ
ら
ゆ
る
年ね

ん

齢れ
い

、

信し
ん

条じ
ょ
う、

国こ
く

籍せ
き

の
女じ

ょ

性せ
い

参さ
ん

加か

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし

て
い
る
。

　

な
お
、
３
月が

つ

２
０
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
は
同ど

う

マ
ラ
ソ
ン

大た
い

会か
い

と
６
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

の

女じ
ょ

子し

難な
ん

民み
ん

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯は

い

の

公こ
う

式し
き

発は
っ

表ぴ
ょ
う

会か
い

が
パ
カ
エ
ン
ブ

ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行お

こ
な

わ
れ

る
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
同ど

う

事じ

務む

所し
ょ

（
電で

ん

話わ

１
１
・
３
１
０
５
・
７
２ 

５
４
）
ま
で
。

　

今こ
ん

月げ
つ

１
１
日に

ち

、
伊い

藤と
う

忠
ち
ゅ
う

商し
ょ
う

事じ

は
同ど

う

社し
ゃ

ブ
ラ
ジ
ル
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
罹り

患か
ん

確か
く

認に
ん

後ご

、
聖せ

い

市し

オ
フ
ィ
ス
を
閉へ

い

鎖さ

し
て
い
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

た
。

　

罹り

患か
ん

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
た
男だ

ん

性せ
い

社し
ゃ

員い
ん

は
２
月が

つ

２
３
日に

ち

か
ら

２
９
日に

ち

ま
で
の
間あ

い
だ

、
休

き
ゅ
う

暇か

を

利り

用よ
う

し
福ふ

く

岡お
か

県け
ん

に
滞た

い

在ざ
い

し
て

い
た
。
３
月が

つ

１
日た

ち

に
サ
ン
パ

ウ
ロ
に
戻も

ど

っ
て
か
ら
は
、
会か

い

社し
ゃ

規き

定て
い

に
従し

た
がい

、
常

じ
ょ
う

時じ

マ
ス
ク
で

勤き
ん

務む

し
一ひ

と

人り

で
食

し
ょ
く

事じ

を
と
っ
て

い
た
。

　

４
日か

よ
り
頭ず

痛つ
う

と
微び

熱ね
つ

の

症し
ょ
う

状じ
ょ
うが

現あ
ら
わ

れ
た
た
め
、
６
日か

に
聖せ

い

市し

内な
い

病び
ょ
う

院い
ん

で
受じ

ゅ

診し
ん

し
、

７
日か

に
感か

ん

染せ
ん

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
た
。

　

罹り

患か
ん

確か
く

認に
ん

後ご

の
９
日か

よ
り

同ど
う

社し
ゃ

オ
フ
ィ
ス
を
閉へ

い

鎖さ

。
担た

ん

当と
う

医い

・
保ほ

険け
ん

衛え
い

生せ
い

当と
う

局き
ょ
くの

指し

導ど
う

の
下も

と

、
オ
フ
ィ
ス
及お

よ

び
住

じ
ゅ
う

居き
ょ

の
消

し
ょ
う

毒ど
く

を
２
日か

に
亘わ

た

り
実じ

っ

施し

し
た
。
濃の

う

厚こ
う

接せ
っ

触し
ょ
く

者し
ゃ

の
確か

く

認に
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
と
こ
ろ
該が

い

当と
う

者し
ゃ

は
な
か
っ
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
営え

い

業ぎ
ょ
う

再さ
い

開か
い

は
、

各か
く

機き

関か
ん

と
確か

く

認に
ん

の
う
え
、
再さ

い

開か
い

時じ

期き

を
決け

っ

定て
い

す
る
。

　

男だ
ん

性せ
い

は
現げ

ん

在ざ
い

、
微び

熱ね
つ

以い

外が
い

の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うは

な
く
担た

ん

当と
う

医い

の
指し

示じ

に
従

し
た
が

っ
て
い
る
。

ロ
の
作つ

く

り
方か

た

を
教お

し

え
た
。
せ
っ

か
く
料

り
ょ
う

理り

を
教お

し

え
て
も
ら
う

な
ら
、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
も

出だ

せ
そ
う
な
静し

ず

岡お
か

名め
い

物ぶ
つ

の
料

り
ょ
う

理り

を
教お

し

え
て
も
ら
え
る
と
、

更さ
ら

に
実み

の

り
が
あ
る
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　
『
ら
ぷ
ら
た
報ほ

う

知ち

』
３
月が

つ

５
日か

号ご
う

に
よ
れ
ば
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い（

Ｆ

Ａ
Ｎ
Ａ
）
は
、
東と

う

京き
ょ
うオ

リ
ン

ピ
ッ
ク
を
祝い

わ

う
ア
ー
ト
パ
レ
ー

ド
を
、
５
月が

つ

３
日か(

日に
ち)

に

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市し

の
５
月が

つ

大お
お

通ど
お

り
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
デ
イ

リ
ゴ
イ
エ
ン
と
ボ
リ
バ
ル
の
間

あ
い
だ

で
開か

い

催さ
い

す
る
と
い
う
。
芸げ

い

術
じ
ゅ
つ

的て
き

な
パ
レ
ー
ド
に
加く

わ

え
、
日に

本ほ
ん

太だ
い

鼓こ

、
和わ

食し
ょ
くス

タ
ン
ド
や

音お
ん

頭ど

に
合あ

わ
せ
る
踊お

ど

り
に
参さ

ん

加か

で
き
る
そ
う
。
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
マ
ネ
を
し
て
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
も
パ
ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の
前ま

え

の

一い
ち

区く

画か
く

を
使つ

か

っ
て
「
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

パ
レ
ー
ド
」
で
も
や
っ
て
み

る
？　
と
い
っ
て
も
新し

ん

型が
た

肺は
い

炎え
ん

の
広ひ

ろ

ま
り
方か

た

次し

第だ
い

か
？

Ｊ
Ｈ
や
県け

ん

 じ
ん

 か
い

人
会
、
Ｕ
Ｓ
Ｐ
で
交こ

う

 り
ゅ
う流

静し
ず

 お
か岡

文ぶ
ん

 げ
い芸

大だ
い

 が
く

 せ
い

学
生
が
県け

ん

魅み

 り
ょ
く力

発は
っ

 し
ん信

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

４
月が

つ

２
５
日に

ち

（
土ど

）
に
は
、

祖そ

父ふ

が
熊く

ま

本も
と

出し
ゅ
っ
し
ん身

の
ブ
ラ
ジ

ル
陸り

く

軍ぐ
ん

少し
ょ
う

将し
ょ
うの

エ
ド
ソ
ン
・

マ
サ
ユ
キ・ヒ
ロ
シ
氏し

（
５
２
、

三さ
ん

世せ
い

）
を
囲か

こ

む
会か

い

を
開か

い

催さ
い

す

る
予よ

定て
い

。
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

に
現げ

ん

職し
ょ
くに

昇し
ょ
う

進し
ん

し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

カ

ン
ピ
ー
ナ
ス
市し

の
陸り

く

軍ぐ
ん

１
１

師し

団だ
ん

司し

令れ
い

官か
ん

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
、
約や

く

４
５
０
０
人に

ん

を
指し

揮き

す
る
将

し
ょ
う

官か
ん

に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
５
、６
月が

つ

頃ご
ろ

に
は
、

同ど
う

 り
ょ
う僚
の
日に

 ほ
ん

 じ
ん

本
人
男お

と
こ

逮た
い

 ほ捕
、
静し

ず

 お
か岡

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

夫ふ
う

 ふ婦
殺さ

っ

 し
ょ
う傷
疑う

た
が

い

合ご
う

 け
い計
５
千せ

ん

レ
ア
ル
を
５
団だ

ん

 た
い体
に

松ま
つ

 う
ら浦
ア
ン
ト
ニ
オ
さ
ん
が
寄き

 ふ付

熊く
ま

本も
と

出し
ゅ
っ
し
ん身

で
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の

父ち
ち

」
と
呼よ

ば
れ
る
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

が
眠ね

む

る
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン
に
墓は

か

参ま
い

り
ツ
ア
ー
を
す
る
予よ

定て
い

に
な
っ

て
い
る
。
初は

じ

め
て
の
試こ

こ
ろみ

。

　

清き
よ

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うに

よ
れ
ば
「
熊く

ま

本も
と

が
誇ほ

こ

る
城

じ
ょ
う

南な
ん

町ま
ち

の
偉い

人じ
ん

を

忘わ
す

れ
な
い
よ
う
に
、
皆み

な

で
訪た

ず

ね
よ
う
と
思お

も

い
、
企き

画か
く

し
ま

し
た
」
と
の
こ
と
。
２
０
人に

ん

程て
い

度ど

で
県け

ん

人じ
ん

会か
い

員い
ん

以い

外が
い

も
参さ

ん

加か

可か

能の
う

。
一い

っ

泊ぱ
く

二ふ
つ
か日

を
想そ

う

定て
い

。

リ
ン
ス
の
温お

ん

泉せ
ん

ホ
テ
ル
の
宿

し
ゅ
く

泊は
く

し
な
が
ら
、
プ
ロ
ミ
ッ
ソ
ン

の
熊く

ま

本も
と

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

と
交こ

う

流り
ゅ
うし

、

公こ
う

園え
ん

や
墓ぼ

地ち

な
ど
上う

え

塚つ
か

翁お
き
なの

ゆ
か
り
の
地ち

を
回ま

わ

る
と
い
う
。

　

問と
い

合あ

わ
せ
は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く（

１
１
・
５
０
８
４
・
１
３ 

３
８
）
ま
で
。

　

松ま
つ
 
う
ら浦

ア
ン
ト
ニ
オ
さ
ん

（
８
９
、
二に

 
せ
い世

）
＝
聖せ

い
 
し
ゅ
う州

サ
ン
ミ
ゲ
ル
・
パ
ウ
リ
ス
タ

在ざ
い
 
じ
ゅ
う住

＝
が
２
０
日か

に
９
０

歳さ
い

の
誕

た
ん
 
じ
ょ
う
 
び

生
日
を
迎む

か

え
、
創

そ
う
 
ぎ
ょ
う業

し
た
マ
ツ
ウ
ラ
・
セ
グ
ー
ロ

ス
社し

ゃ

も
６
０
周

し
ゅ
う
 
ね
ん

年
の
節ふ

し
 
め目

を

迎む
か

え
る
に
あ
た
り
、
祝

し
ゅ
く
 
が
 
か
い

賀
会

用よ
う

に
準じ

ゅ
ん
 
び備

し
て
い
た
資し

 
き
ん金

（
合ご

う
 
け
い計

５
千せ

ん

レ
ア
ル
）
を
ニ
ッ

ケ
イ
新し

ん
 
ぶ
ん聞

、
ブ
ラ
ジ
ル
静し

ず
 
お
か岡

県け
ん
 
じ
ん
 
か
い

人
会
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ
 
ぱ
く伯

援え
ん
 
ご護

協き
ょ
う
 
か
い

会
、
希き

 
ぼ
う望

の
家い

え

、
憩

い
こ
い

の
園そ

の

に
寄き

 
ふ付

す
る
と
申も

う

し
出で

た
。

　

社
し
ゃ
 
ち
ょ
う長

秘ひ
 
し
ょ書

の
矢や

 
の野

マ
リ
ア

さ
ん
が
預あ

ず

か
っ
て
い
る
の
で
、

各か
く

団だ
ん
 
た
い体

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は
午ご

 
ご後

２

時じ
 
い
 
こ
う

以
降
に
受う

け
取と

り
に
本ほ

ん
 
し
ゃ社

ま
で
来く

る
こ
と
。

　

松ま
つ
 
う
ら浦

さ
ん
は
サ
ン
ミ
ゲ
ル
・

パ
ウ
リ
ス
タ
文

ぶ
ん
 
き
ょ
う協

会か
い
 
ち
ょ
う

長
、

ラ
ジ
オ
体た

い
 
そ
う操

連れ
ん
 
め
い盟

会か
い
 
ち
ょ
う

長
、

聖せ
い
 
し
ゅ
う州

柔じ
ゅ
う
 
ど
う道

連れ
ん
 
め
い盟

理り
 
じ事

、

こ
ど
も
の
そ
の
理り

 
じ事

、
希き

 
ぼ
う望

の
家い

え

理り
 
じ事

、
聖せ

い

市し

東と
う
 
ぶ部

地ち
 
く区

の
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語
教き

ょ
う
 
し師

の
研

け
ん
 
き
ゅ
う
 
か
い

究
会

「
聖せ

い

東と
う

連れ
ん
 
め
い盟

」
会

か
い
 
ち
ょ
う

長
な
ど
を

歴れ
き
 
に
ん

任
し
て
き
た
。

　

同ど
う

セ
グ
ー
ロ
ス
社し

ゃ

で
は
６ 

０
年ね

ん
 
か
ん間

に
４
回か

い

も
全ぜ

ん

伯ぱ
く

１
位い

に
選え

ら

ば
れ
、
表

ひ
ょ
う
 
し
ょ
う

彰
さ
れ
た
と

い
う
。
６
３
年ね

ん

は
ス
ル
・
ア

メ
リ
カ
保ほ

 
け
ん険

会が
い
 
し
ゃ社

、
８
０

年ね
ん

は
ウ
ニ
オ
ン
・
デ
・
セ
グ

ー
ロ
ス
社し

ゃ

（
南

み
な
み
 
た
い
 
が
 
し
ゅ
う

大
河
州
）、

９
３
、９
４
年ね

ん

は
ポ
ル
ト
・
セ

グ
ル
ー
ロ
社し

ゃ

だ
と
い
う
。

　

松ま
つ
 
う
ら浦

さ
ん
は
「
皆み

な
 
さ
ま様

の
お

か
げ
で
長な

が
 
い生

き
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
感か

ん
 
し
ゃ謝

の
気き

 
も持

ち
で
す
」

と
微ほ

ほ
え笑

ん
で
手て

 
わ
た渡

し
た
。

（７） ２０２０年第５４４６号 	 ３月	１３日	（金曜日）

清き
よ

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
う

が
新し

ん

方ほ
う

針し
ん

打う

ち
出だ

す

上う
え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

墓は
か

参ま
い

り
ツ
ア
ー
開か

い

催さ
い

へ

熊
くま

本
もと

県
けん

人
じん

会
かい

ＪＨで修
しゅう りょう

了証
しょう

を受
う

け取
と

るイノエさん、島
しま だ

田さん、下
しも かわ

川原
ら

さん、野
の

師
し

本
もと

さん、羽
は が

賀
さん（右

みぎ

から）、

総
そう

会
かい

に出
しゅっ

席
せき

した皆
みな

さん

「
日に

 ほ
ん本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
懸か

け
橋は

し

に
」

日か

、
夫お

っ
と

に
対た

い

す
る
殺さ

つ
 
じ
ん人

と
妻つ

ま

に
対た

い

す
る
殺さ

つ
 
じ
ん人

未み
 
す
い遂

の
疑う

た
が

い

で
、
同ど

う
 
け
ん県

御お
 
ま
え
 
ざ
き

前
崎
市し

佐さ
 
く
ら倉

９
９
７
の
１
、
派は

 
け
ん遣

社し
ゃ
 
い
ん員

山や
ま
 
ぐ
ち口

正ま
さ
 
ふ
み文

容よ
う
 
ぎ
 
し
ゃ

疑
者
（
６
４
）

　
【
共

き
ょ
う
 
ど
う

同
】
静し

ず
 
お
か岡

県け
ん

菊き
く
 
が
わ川

市し

で
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

夫ふ
う
 
ふ婦

が

刃は
 
も
の物

の
よ
う
な
も
の
で
刺さ

さ
れ
殺

さ
っ
 
し
ょ
う

傷
さ
れ
た
事じ

 
け
ん件

で
、

菊き
く
 
が
わ川

署し
ょ

捜そ
う
 
さ査

本ほ
ん
 
ぶ部

は
１
０

伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
う

商し
ょ
う

事じ

オ

フ
ィ
ス
閉へ

い

鎖さ

措そ

置ち

社し
ゃ
員い
ん、
新し
ん
型が
た
肺は
い
炎え
ん
感か
ん
染せ
んの
た
め

聖せ
い
市し

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

、
聖せ

い

市し

の
ミ
ニ

ョ
コ
ン
に
て
。
参さ

ん

加か

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
下か

記き

の
登と

う

録ろ
く

フ
ォ
ー
ム
（docs.

google.com
/form

s/
d

/1
6

6
n

V
X

P
L0

L7
4

V
ixJJyeB

xQ
V

1
T

M
K

女じ
ょ

子し

マ
ラ
ソ
ン
に
参さ

ん

加か

し
ま
せ
ん
か
？

支し

援え
ん

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
フ
リ
カ
・

ド
・
コ
ラ
ソ
ン
（R

ua: Sil-
veira M

artin
s 1

1
5

, 
sala 1

4
, centro

）
主し

ゅ

催さ
い

の
女じ

ょ

子し

マ
ラ
ソ
ン
大た

い

会か
い

（
５
キ

ロ
）
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

開か
い

催さ
い

日に
ち

時じ

は
３
月が

つ

２
８

さ
せ
、
マ
リ
さ
ん
に
軽

け
い
 
し
ょ
う

傷
を

負お

わ
せ
た
疑う

た
がい

。

　

自じ
 
た
く宅

に
い
た
マ
リ
さ
ん
が

異い
 
へ
ん変

に
気き

 
づ付

い
て
外そ

と

に
出で

る

と
２
人り

が
も
み
合あ

っ
て
い
た
と

い
う
。
マ
ル
コ
ス
さ
ん
は
上

じ
ょ
う

半は
ん

身し
ん

を
十

じ
ゅ
う

数す
う

カ
所し

ょ

刺さ

さ
れ
、

マ
リ
さ
ん
は
止や

め
に
入は

い

っ
た

際さ
い

に
腕う

で

な
ど
を
複

ふ
く
 
す
う
 
か
い

数
回
刺さ

さ

れ
た
。
聞き

き
込こ

み
や
防ぼ

う
 
は
ん犯

カ

メ
ラ
の
分ぶ

ん
 
せ
き析

な
ど
か
ら
山

や
ま
 
ぐ
ち口

容よ
う
 
ぎ
 
し
ゃ

疑
者
が
浮ふ

 
じ
ょ
う上

し
た
。

　

３
月が

つ

８
日か

の
国こ

く

際さ
い

婦ふ

人じ
ん

デ

ー
を
祝し

ゅ
く

し
、
難な

ん

民み
ん

と
移い

民み
ん

を
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